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▲福岡・深谷小学校の各分校の児童たちによる滑走 ▲恒例のプラカード滑走

▲来賓・関係者によるテープカット

▲甲冑スキーヤーもオープンを祝福！

2月号の主な内容�
平成17年度成人式�
下水道料金改定�
年末年始のイベントあれこれ�
家庭用火災警報器�
まちかどズームイン�
風間市長コラム「風のささやき」�
市民文芸・市内イベント情報�
マイサークル・国際コーナー�
くらし百科�
2月のごみ収集日�
市内施設のイベント情報�
しろいし・フレッシュマーケットだよりほか�
各種募集�
教育のひろば �
子育て情報�
健康のひろば�
お知らせほか�
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２月22日、みやぎ蔵王白石スキー場において今シーズンの幕開
けとなるスキー場開きが行われました。
風間市長がスキー場開きを宣言した後、プラカード滑走や福岡・

深谷小学校の各分校の児童の皆さんによる初滑り、甲冑姿のスキー
ヤーによる滑走などが行われました。
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今年の雪は最高！皆さんのお越しをお待ちしています！！
～みやぎ蔵王白石スキー場オープン～
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　1月8日、平成17年度の成人式が中央公民館で開催され、新成人たち
の晴れの門出を祝いました。今年度新たに成人を迎えたのは、昭和60
年4月2日から昭和61年4月1日までに生まれた市内の在住者や市外に転
出した白石出身者など531名。この日、会場には朝から華やかな晴れ着
やスーツなどに身を包んだ新成人たちが続々と集まり、久々に再会し
た友人たちと楽しく会話するなど、旧交を温めていました。�
　人口減少社会、価値観の多様化と多難な時局を迎えた中で、「時代
の申し子」として誕生した皆さんには大きな期待が寄せられています。
531名の新成人の皆さん、それぞれの輝かしい未来に向かって頑張って
ください。ご活躍をお祈りします。�

　
皆
さ
ん
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
、

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。�

　
こ
こ
に
い
る
今
年
度
成
人
を
迎
え
た

5
3
1
名
の
方
々
は
、
今
後
大
い
な
る
責
任

が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。�

　
今
年
、
箱
根
駅
伝
を
見
ま
し
た
が
、
あ

の
中
で
順
天
堂
大
学
が
復
路
、
ト
ッ
プ
で

走
っ
て
い
た
の
が
、
失
速
し
な
が
ら
も
最

後
の
最
後
ま
で
た
す
き
を
つ
な
い
だ
と
い

う
素
晴
ら
し
さ
、
ま
た
、
無
名
だ
っ
た
亜

細
亜
大
学
が
優
勝
し
た
と
い
う
こ
と
、
こ

れ
が
す
ご
く
大
切
な
こ
と
な
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
あ
な
た
方
は
、
次
の
世

代
に
た
す
き
を
つ
な
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
責
任
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
、

肝
に
銘
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い

と
思
い
ま
す
。�

　
あ
な
た
方
の
後
か
ら
来
る
人
間
は
み
ん
な
、

あ
な
た
方
を
見
ま
す
。
ど
う
ぞ
模
範
に
な

る
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。�

　
20
歳
に
な
っ
た
責
任
と
い
う
も
の
を
思

う
存
分
感
じ
な
が
ら
、
今
後
生
活
す
る
こ

と
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
当

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

～限りない可能性を秘めた531名の若人たちの新たな船出を祝して～�

白石市長　風間　康静�

※
今
回
新
成
人
か
ら
集
め
ら
れ
た
協
力
金
で
購
入
し
た
樹
木
の
苗
木
�

　
の
植
樹
を
3
月
に
益
岡
公
園
で
行
い
ま
す
。
�

　皆さんの誕生した年は、日航ジャンボ機墜落、つくば万博の開催など、事件や話題に事欠かない年でした。また、日
米貿易摩擦が深刻化する中で行われたプラザ合意など、その後の私たちの生活を大きく変えていく重要な決定が行われ
た年でもありました。この年行われた成人式（昭和61年1月15日）で皆さんの先輩方は、今の皆さんと同じように夢や希
望を胸に抱き、未来への決意表明を行っています。それから20年後、皆さんが今胸に思い描く夢は何ですか？�

　
本
日
私
た
ち
は
、
五
百
余

名
の
仲
間
と
と
も
に
、
成
人

式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、

大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
私
た
ち
を

温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
家
族
や
地
域
の
皆
様

に
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。�

　
私
た
ち
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
白
石
に
対
し
何
が
で
き
る

の
か
、
成
人
と
し
て
の
自
覚
を
忘
れ
な
い
た
め
に
、
今
し
か
で

き
な
い
こ
と
は
何
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。�

　
そ
こ
で
、
今
年
度
は
、
新
成
人
か
ら
協
力
金
を
募
り
、
市
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
名
高
い
白
石
城
の
あ
る
益
岡
公
園
に
、
記
念

植
樹
を
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
植
樹
は
、
益
岡
公
園
の
緑
化
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、

私
た
ち
新
成
人
に
と
っ
て
、
大
切
な
思
い
出
と
な
る
で
し
ょ
う
。

植
樹
さ
れ
た
木
は
、
こ
れ
か
ら
先
、
私
た
ち
が
益
岡
公
園
を
訪

れ
る
た
び
に
、
今
日
の
こ
の
日
を
、
そ
し
て
新
成
人
と
し
て
歩

み
始
め
た
ば
か
り
の
こ
の
気
持
ち
を
、
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。�

　
私
た
ち
は
、
今
日
の
成
人
式
を
機
に
、
社
会
の
一
員
と
し
て
、

広
い
視
野
を
持
ち
続
け
、
流
行
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
物
事

を
深
く
考
え
、
常
に
自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
ち
な
が
ら
歩
む

こ
と
を
こ
こ
に
誓
い
、
御
礼
の
こ
と
ば
と
い
た
し
ま
す
。�

●
昭
和
60
年
�

【
3
月
16
日
〜
9
月
16
日
】�

・「
人
間
・
居
住
・
環
境
と
科
学
技
術
」
を
テ
ー
マ

に
「
科
学
万
博
つ
く
ば
'85
」
開
幕
。
会
期
1
8
4

日
間
、
入
場
2
、0
3
3
万
人
。

【
4
月
1
日
】�

・
日
本
電
信
電
話
会
社
（
N
T
T
）、
日
本
た
ば
こ

産
業
株
式
会
社
、
民
間
企
業
と
し
て
発
足
。

【
4
月
29
日
】�

・
全
日
本
柔
道
選
手
権
、
山
下
泰
裕
六
段
が
9
連
覇
、

連
勝
記
録
2
0
3
。6
月
17
日
の
引
退
表
明
に
有

終
の
美
。

【
6
月
〜
】�

・
豊
田
商
事
事
件
、
投
資
ジ
ャ
ー
ナ
ル
事
件
な
ど
、

社
会
的
弱
者
や
人
心
の
弱
み
に
付
け
込
む
悪
徳
商

法
が
横
行
。

【
6
月
28
日
】�

・
日
本
人
の
平
均
寿
命
、
男
性
七
十
四
・
五
四
歳
、

女
性
八
十
・
一
八
歳
に
。
平
均
寿
命
の
80
歳
突
破

は
世
界
初
。

【
8
月
12
日
】�

・
乗
客
・
乗
員
5
2
4
人
の
日
航
ジ
ャ
ン
ボ
機
、
群

馬
県
御
巣
鷹
山
に
墜
落
、
大
破
炎
上
。
生
存
者
4

名
。

【
8
月
21
日
】�

・
第
67
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
、P
L
学
園

（
大
阪
）
が
宇
部
商
（
山
口
）
を
破
り
、3
度
目
の

優
勝
。

【
9
月
19
日
】�

・
メ
キ
シ
コ
地
震
発
生
、
死
者
・
行
方
不
明
者
8
、

8
0
0
人
に
。

【
9
月
22
日
】�

・
G
5（
先
進
5
カ
国
蔵
相
・
中
央
銀
行
総
裁
会
議
）

に
お
い
て
円
高
ド
ル
安
政
策
の
推
進
が
決
定
（
プ

ラ
ザ
合
意
）。
バ
ブ
ル
景
気
の
出
発
点
に
。

【
11
月
2
日
】�

・
プ
ロ
野
球
日
本
シ
リ
ー
ズ
、
阪
神
が
西
武
を
下
し

初
優
勝
。

【
11
月
13
日
】�

・
南
米
コ
ロ
ン
ビ
ア
西
部
の
火
山
ネ
バ
ド
デ
ル
ル
イ

ス
山
が
噴
火
、
死
者
2
5
、0
0
0
人
の
大
災
害

に
発
展
。

●
昭
和
61
年
�

【
1
月
28
日
】�

・
米
国
の
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
、

打
ち
上
げ
直
後
に
爆
発
。
乗
組
員
7
人
は
全
員
死

亡
。

【
2
月
7
日
】�

・
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
統
領
選
挙
実
施
。
マ
ル
コ
ス
政
権

崩
壊
、
ア
キ
ノ
新
政
権
誕
生
。

【
4
月
1
日
】�

・
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
施
行

●
映
画
「
ネ
バ
ー
エ
ン
デ

ィ
ン
グ
ス
ト
ー
リ
ー
」

が
人
気
に
。
リ
マ
ー
ル

の
曲
も
ヒ
ッ
ト
。

●
映
画
「
ゴ
ー
ス
ト
バ
ス

タ
ー
ズ
」、
レ
イ
パ
ー
カ

ー
Jr
の
歌
と
と
も
に
大

ヒ
ッ
ト
。

●
ロ
ス
疑
惑
の
三
浦
知
義
が
、

若
者
の
間
で
「
フ
ル
ハ

ム
三
浦
」
と
流
行
語
に
。

●
小
林
麻
美
、
30
代
の
イ
イ

女
の
イ
メ
ー
ジ
で
ブ
ー

ム
を
起
こ
す
。

●
ま
ゆ
毛
の
上
で
切
り
そ

ろ
え
た
前
髪
と
太
い
ま

ゆ
毛
の
男
顔
メ
ー
ク
が

流
行
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

花
柄
模
様
の
シ
ャ
ツ
や

ス
カ
ー
ト
な
ど
、
プ
リ

ン
ト
も
の
が
主
流
に
。

●
と
ん
ね
る
ず
の
「
雨
の

西
麻
布
」
が
大
ヒ
ッ
ト
。

T
V
番
組
「
夕
や
け
ニ

ャ
ン
ニ
ャ
ン
」
で
は
レ

ギ
ュ
ラ
ー
に
。

●
ア
フ
リ
カ
飢
餓
救
済
の

一
つ
と
し
て
米
国
の
有

名
シ
ン
ガ
ー
ら
が
無
報

酬
で
協
力
。「W

e 
are 

the w
orld

」
が
世
界
的

大
ヒ
ッ
ト
。

●
吉
幾
三
が
津
軽
弁
で
歌

っ
た
「
俺
ら
東
京
さ
行

ぐ
だ
」
が
大
ヒ
ッ
ト
。

●
ア
ニ
メ
「
北
斗
の
拳
」

が
小
中
学
生
を
中
心
に

爆
発
的
人
気
。「
お
前
は

も
う
死
ん
で
い
る
」
と

い
う
せ
り
ふ
と
と
も
に
「
北

斗
の
拳
ご
っ
こ
」
も
流
行
。

●
明
石
家
さ
ん
ま
「
最
低
男
」

の
異
名
を
も
ら
い
女
性

に
大
ウ
ケ
。
口
癖
「
サ

イ
テ
ー
や
な
あ
…
」
も

流
行
語
に
。

●
T
V
番
組
「
元
気
が
出

る
T
V
」
浦
安
フ
ラ
ワ

ー
商
店
街
の
マ
ス
コ
ッ

ト
「
猫
ま
ね
き
」
が
突

然
大
人
気
に
。
は
が
き
、

お
弁
当
な
ど
、
続
々
商

品
化
。

当
時
の
主
な
出
来
事
�

当
時
の
流
行
な
ど
�

◆�

◆�

▲会場出入り口に設けられた協力金
　箱。約40,000円が集まりました。

▲「記念品贈呈」新成人たちに記念品としてオリジ
　ナル図書カードが送られました。

▲今年も式典後のアトラクションで雄壮な
　和太鼓演奏を披露した「幻創」の皆さん

▲司会進行を務めた成人式実行委
　員の安齋紗和子さん（左）と樋渡
　智子さん（右）

▲「成人式実行委員」として成人式の企画運営に
　たずさわった新成人の皆さん

▲会場の中央公民館は新成人で朝から大混雑！

▲御礼のことばを述べた成
人式実行委員長の大泉
正輝さん（左）と澁谷真
由子さん（右）

▲誓いの言葉を発表する新成人代表
▲大人の仲間入りをする自分の
　新たな自覚と責任を壇上で発
　表した鈴木靖子さん

3 2
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市
民
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
下
水
道

事
業
に
つ
き
ま
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

下
水
道
使
用
料
を
平
成
18
年
4
月
よ
り
改

定
（
値
上
げ
）
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

下
水
道
は
、
健
全
で
快
適
な
生
活
環
境
の

確
保
と
、
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
を
図
る

た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
都
市

施
設
で
す
。
当
市
に
お
い
て
も
、
市
政
の
最

重
要
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
そ
の
事
業
の
推

進
に
鋭
意
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
16
年
度
末
現
在
で
約
2
2
、
8
0
0

人
の
皆
様
が
下
水
道
を
利
用
で
き
る
と
こ
ろ

ま
で
整
備
が
進
み
、
約
1
9
、
0
0
0
人
の

皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、
清
潔
で
快
適
な

生
活
を
実
感
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

◆
使
用
料
改
定
の
考
え
方
、
理
由

汚
水
を
処
理
す
る
に
は
、
下
水
道
の
清
掃

や
処
理
場
の
運
転
な
ど
の
施
設
を
維
持
管
理

す
る
た
め
の
費
用
（
維
持
管
理
費
）
と
下
水

道
を
建
設
す
る
た
め
に
借
り
た
お
金
（
市
債
）

の
返
済
に
あ
て
る
費
用
（
資
本
費
＝
元
金
＋

利
子
）
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
費
が
か
か
り

ま
す
。

こ
れ
ら
の
経
費
は
、
使
用
者
が
特
定
さ
れ

る
施
設
で
あ
り
、
使
用
者
は
生
活
環
境
の
改

善
な
ど
の
利
益
を
受
け
る
こ
と
、
ま
た
、
汚

水
は
排
出
者
と
排
出
量
が
明
確
で
あ
り
、
私

的
性
格
が
強
い
こ
と
か
ら
私
費
（
下
水
道
使

用
料
）
で
賄
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
汚
水
を
1
k
処
理
す
る
た
め
に
要
す

る
経
費
（
汚
水
処
理
原
価
）
は
、
4
9
8
円

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
使
用
料
で
そ
の
う
ち

1
4
8
円
を
賄
い
、
残
り
は
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
金
で
補
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
負
担
を

増
や
す
こ
と
で
補
お
う
と
す
る
と
、
本
来
、

一
般
会
計
で
す
る
べ
き
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
影

響
を
及
ぼ
し
、
ま
た
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ

て
い
な
い
地
域
に
住
む
市
民
に
も
負
担
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
た
め
不
公
平
感
が
深

ま
る
と
い
う
問
題
も
生
じ
て
き
ま
す
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
、
資
本
費
に
占
め
る
使
用
料

対
象
経
費
の
割
合
を
15
％
か
ら
25
％
に
引
き

上
げ
る
な
ど
の
見
直
し
を
行
い
、
使
用
料
改

定
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
な
お
、
維

持
管
理
費
に
つ
い
て
は
全
て
使
用
料
で
賄
わ

れ
て
い
ま
す
）。

現
在
、
当
市
で
は
地
理
的
な
条
件
な
ど
に

よ
り
、
一
部
を
国
の
地
方
交
付
税
に
よ
り
賄

わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
国
の
交
付
税
算

定
方
法
の
見
直
し
に
よ
り
、
今
ま
で
の
料
金

の
場
合
、
交
付
税
の
算
入
が
行
わ
れ
な
い
こ

と
と
な
り
ま
す
。
そ
う
な
っ
た
場
合
、
現
在

の
交
付
税
分
を
使
用
料
で
賄
う
と
す
れ
ば
、

高
額
の
料
金
と
な
り
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
だ
け
で
補
う
と
す
れ
ば
、
ほ
か
の
行
政

経
費
を
圧
迫
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
市
民
サ

ー
ビ
ス
へ
影
響
し
な
い
よ
う
、
ま
た
市
民
の

皆
さ
ん
に
不
公
平
を
感
じ
さ
せ
な
い
よ
う
、

今
ま
で
ど
お
り
交
付
税
が
算
入
さ
れ
、
で
き

る
だ
け
少
な
い
負
担
と
な
る
料
金
に
改
定
し

ま
す
。

今
後
と
も
、
よ
り
快
適
な
生
活
環
境
づ
く

り
を
目
指
し
て
下
水
道
の
整
備
と
効
率
的
な

運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
下
水
道
使
用
料
改
定
の
要
旨

①
改
定
時
期

平
成
18
年
4
月
使
用
分
よ
り
使
用
料
が
改

定
さ
れ
ま
す
（
新
料
金
の
請
求
は
平
成
18
年

5
月
分
か
ら
で
す
）。

②
改
定
内
容

③
収
支
計
画

※
今
回
の
改
定
は
、
農
業
集
落
排
水
処
理
施

設
使
用
料
に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

世
界
中
で
「
地
球
の
環
境
を
守
ろ
う
」
と

い
う
エ
コ
ロ
ジ
ー
運
動
が
活
発
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
永
遠
に
、
快
適
な
生

活
を
し
て
い
く
た
め
に
は
こ
う
し
た
自
然
環

境
を
い
つ
ま
で
も
正
常
で
美
し
い
ま
ま
守
っ

て
い
く
こ
と
が
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
人
々
の
暮
ら
し
が
便
利
・
高
度

化
す
る
に
つ
れ
て
、
こ
う
し
た
環
境
は
徐
々

に
破
壊
さ
れ
続
け
か
ね
ま
せ
ん
。「
下
水
道
」

は
、
破
壊
が
進
ん
で
い
る
環
境
を
守
り
、
改

善
を
し
て
い
く
た
め
の
大
切
な
社
会
的
基
幹

施
設
で
す
。

下
水
道
は
日
常
、
あ
ま
り
私
た
ち
の
目
に

触
れ
、
そ
の
存
在
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
や
産

業
・
経
済
の
活
動
に
よ
っ
て
出
さ
れ
る
汚
水

が
自
然
や
都
市
の
中
に
拡
散
し
な
い
よ
う
集

め
、
き
れ
い
に
す
る
と
と
も
に
、
大
雨
に
よ

る
被
害
か
ら
人
々
の
生
命
や
財
産
を
守
る
働

き
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
下
水
道
は
い
わ
ば
、
人
間

の
身
体
の
「
静
脈
」
の
よ
う
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
一

日
も
早
く
私
た
ち
の
ま
ち
は
も
と
よ
り
、
日

本
の
隅
々
に
ま
で
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
こ

と
が
望
ま
れ
ま
す
。

◆
下
水
道
の
役
割

み
ん
な
の
快
適
な
暮
ら
し
と
美
し
い
自
然

を
守
る
、
そ
れ
が
下
水
道
の
役
割
で
す
。

●
生
活
環
境
の
改
善

汚
い
ド
ブ
が
な
く
な
り
、
蚊
や
ハ
エ
、
悪

臭
の
源
を
断
ち
、
周
辺
環
境
を
改
善
し
ま
す
。

●
ト
イ
レ
の
水
洗
化

清
潔
で
快
適
な
水
洗
ト
イ
レ
が
使
え
る
よ

う
に
な
り
、
悪
臭
の
な
い
、
さ
わ
や
か
な
生

活
が
で
き
ま
す
。

●
浸
水
の
防
除

大
雨
が
降
っ
て
も
、
す
ば
や
く
流
し
て
し

ま
う
た
め
浸
水
の
心
配
が
な
く
、
災
害
か
ら

大
切
な
財
産
を
守
り
ま
す
。

●
水
質
の
保
全

家
庭
や
工
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
を
、

下
水
処
理
場
で
浄
化
し
て
川
や
海
に
放
流
す

る
た
め
、
美
し
い
自
然
が
守
ら
れ
ま
す
。

◆
下
水
道
財
政（
平
成
16
年
度
決
算
よ
り
）

汚
水
幹
線
整
備
と
併
せ
て
汚
水
枝
線
の
整

備
を
進
め
た
結
果
、
16
年
度
末
で
処
理
区
域

が
7
0
8
・
9
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
水
洗
化
人
口

が
1
9
、
0
0
7
人
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
下
水
道
普
及
率
は
57
・
1
％
、
水

洗
化
率
は
83
・
1
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
決

算
状
況
を
み
る
と
、
歳
入
・
歳
出
と
も
に
18

億
3
3
8
万
円
で
す
が
、
歳
出
に
占
め
る
公

債
費
償
還
額
（
借
金
返
済
額
）
は
58
・
9
％

で
、
財
源
不
足
を
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

で
補
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

ま
た
、下
水
道
の
建
設
は
、一
般
に
事
業
の

完
成
に
長
い
年
月
を
要
す
る
上
に
集
中
的
に

多
額
の
投
資
を
必
要
と
し
ま
す
が
、そ
の
事
業

効
果
が
長
期
に
わ
た
る
の
で
、財
源
に
つ
い
て

は
地
方
債
を
充
て
て
い
ま
す
。
そ
の
地
方
債

の
16
年
度
末
の
市
債（
借
金
）残
高
は
、
1
0

7
億
7
9
7
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、
今

後
の
下
水
道
経
営
は
経
費
を
抑
制
し
つ
つ
、

事
業
効
果
を
最
大
限
に
発
揮
し
て
い
く
こ
と

が
、
今
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
経
営
改
善
に
よ
る
経
費
節
減
に

努
め
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
事
業
運
営
に
的

確
に
対
応
し
た
効
率
的
な
執
行
体
制
整
備
に

努
め
、
経
営
体
質
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

M
都
市
整
備
課
総
務
係
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●汚水1Kの処理に必要な経費�
　（平成16年度）�

支出�
498円�
100％�

一般会計繰入金�
350円�
70.28％�

使用料収入�
148円�
29.72％�

●汚水処理経費の負担金区分�

（
維
持
管
理
費
）�

（
資
　
本
　
費
）�

私費（下水道使用料）�

私費�
（15％→25％）�
（下水道使用料）�

公費�
（85％→75％）��
（一般会計繰入金）�

●下水道使用料計算方法� ●下水道使用料金表�

（基本料金＋超過料金）×1.05（消費税）＝請求金額�
 　　　（1円未満の端数切り捨て）�

�

 ●月21K使用した場合の計算例�

 基 本 料 金 ： 10K 基本料金  1,300円（1,200円）�

 超 過 料 金�

 ・11～20K ： 10K×135円 1,350円（1,250円）�

 ・21～50K ：   1K×150円 150円（   140円）�

 　合　計　   21K 2,800円（2,590円）�
�
請求金額　2,800円（2,590円）×1.05＝2,940円（2,719円）�

（消費税を除く）�

 区　分 排水汚水量 旧料金 新料金�

 基本料金 10Kまで（基本料金） 1,200円 1,300円�

  11K～  20K（1Kあたり） 125円 135円�

 
超過料金

 21K～  50K（1Kあたり） 140円 150円�

  51K～200K（1Kあたり）  150円 160円�

  201K以上（1Kあたり） 155円 170円�

○平均改定率　8.11%

※（　）内は旧料金による使用料�

歳　出�
18億338万円�

歳　入�
18億338万円�

公債費�
10億6,283万円�
58.9％�

一般会計繰入金�
7億4,963万円�
41.5％�

下水道使用料�
3億6,731万円�
20.4％�

市債�
5億3,870万円�
29.9％�

国庫補助金�
1億円�
5.5％�

受益者負担金�
3,717万円�

2.1％�
手数料・雑入�
1,057万円�
0.6％�

下水道管理費�
1億6,694円�
9.3％�

下水道建設費�
4億2,243万円�
23.4％�

流域下水道費�
1億5,118万円�

8.4％�

内訳�
元金  6億8,294万円�
利子  3億7,989万円�

（単位：百万円）�（単位：百万円）�

 区　　　分 18年度 19年度 20年度 21年度� 区　　　分 18年度 19年度 20年度 21年度�

歳　入�

下 水 道 �
使 用 料 �

一般会計�
繰 入 金�

国庫補助金 �

市　　　債 �

そのほかの収入�

合　　計 �

改定後�

現　行�

差　引�

改定後�

現　行�

差　引�

 411 425 440 452�

 380 394 407 419�

 31 31 33 33�

 523 489 475 456�

 554 520 508 489�

 △3１ △31 △33 △33�

 135 105 80 20�

 488 412 399 339�

 33 34 28 33�

 1,590 1,465 1,422 1,300

 83 69 72 75�

 402 297 257 143�

 151 157 168 168�

 636 523 497 386�

 954 942 925 914�

 1,590 1,465 1,422 1,300

歳出�

下水道�
事業費�

公債費�

合　　計�

下水道管理費�

下水道建設費�

流域下水道費�

計�

公債費�

※市債（建設費にかかる借金）の平成16年度末における�
　未償還残高は107億797万円です。�

下
水
道
っ
て
、な
ん
だ
ろ
う

〜
下
水
道
、
い
つ
か
は
私
に
も
ど
る
水
〜�

平
成
18
年
4
月
か
ら
下
水
道
使
用
料
が
変
わ
り
ま
す
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1月1日の早朝、長い伝統がある
白石高校陸上競技部OB会主催の
「白石城一周元旦マラソン」が開催
されました。
今年で43回目となるこのマラソ

ンには、同校のOBをはじめ約60人
の市民が参加。一周2.5キロのコー
スを参加者一人ひとりの力に応じ
て、それぞれのペースで走り、参加
者全員が完走しました。

終了後には、神明社でおはらいを
受け、今年1年を健康に過ごせるよ
うにと祈っていました。

今年の健康もマラソンから！

白石城一周元旦マラソン

1月1日の早朝、白石城三階櫓に
おいて「初日の出を拝む会」が開催
されました。

元旦の日の出時間は、午前6時53
分。三階櫓からの初日を拝もうと家
族連れなど多くの皆さんが集まりま
した。残念ながら、今年の元旦の空
は雲に覆われてしまいましたが、そ
の雲を押し上げるように東の空から
初日が姿を現わすと、集まった人た
ちから大きな歓声が上がり、平成
18年への思い思いの願いを込めて
初日を拝みました。

初日の出に願いを込めて！

白石城で「初日の出を拝む会」

大みそかの夜から元旦にかけて、
白石城本丸内の鐘堂で、恒例となっ
た「除夜の鐘を鳴らす会」が開催さ
れました。この日、白石城には厳し
い寒さにもかかわらず、家族連れや
受験生、カップルなど大勢の人が
次々と訪れ、それぞれ「良い年が迎
えられますように」「入学試験に合
格しますように」といった願いを込
めて鐘を打ち鳴らしました。

人々の思いを乗せた荘厳な鐘の音
は、新しい年を迎える城下町に響き
わたっていました。

1月1日、恒例となった白石サッ
カー協会主催の「けり初め」が、白
石川サッカー公園で開催されました。

昭和43年から始まったこの「け
り初め」には、市内はもとより市外
から、小学生からシニアまでのサッ
カー愛好者約70人が参加。白石サ
ッカー協会の佐藤浩会長のあいさつ
の後、参加者をシニアの部・ユース
の部に分け、それぞれの部で紅白試
合が行われ、元旦から熱い戦いを繰
り広げました。

1月2日、弥治郎こけし村に隣接
する小野宮惟喬

これたか

親王神社（通称こけ
し神社）で恒例となったこけしの初
挽きが行われました。
今年は地元弥治郎系の新山実さん

のほか、遠刈田系の佐藤保裕さん、
作並系の平賀輝幸さんの3名が、つ
めかけた大勢のこけし愛好家たちの
見守る中で熟練の技を披露しました。

出来上がった新年最初のこけしを
神社に奉納した新山さんは、「今年
も良いこけしができますようにと祈
念しました。」と語っていました。

1月2日、宮城県指定無形文化財
の刀匠・宮城昭守（本名：眞一）さ
んの工房で、恒例の「日本刀初打ち」
が行われました。

大鷹沢三沢の工房には、初打ちを
一目見ようと刀剣愛好家などが訪
れ、厳粛な雰囲気の中、玉はがねを
熱してたたき、薄く伸ばして品質を
みる「玉つぶし」と呼ばれる刀剣製
作の最初の工程が行われました。
工房内には玉はがねを打つ音が響

き、愛好家たちは熱の入った作業を
真剣な表情で見つめていました。

新しい年に願いを込めて

白石城「除夜の鐘を鳴らす会」

今年も元旦からキックオフ！

白石サッカー協会「けり初め」

良いこけしができますように

こけしの初挽
ぴ

き

新年、伝統の技に思いを込めて

日本刀初打ち

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
が
急
増
中
で
す
。

・
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
は
、
建
物
火
災
に

よ
る
死
者
数
の
約
9
割
に
及
び
ま
す
。

・
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
約
7
割
が
逃
げ
遅

れ
に
よ
る
も
の
で
す
。

住
宅
火
災
か
ら
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に

は
、
火
災
の
早
期
発
見
が
不
可
欠
で
す
。

①
新
築
住
宅
に
つ
い
て
は
、
平
成
18
年
6
月
1

日
か
ら
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

②
既
存
住
宅
（
平
成
18
年
6
月
1
日
に
現
に
存

す
る
住
宅
ま
た
は
新
築
、
増
築
、
改
築
な
ど

の
工
事
中
の
住
宅
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
20

年
5
月
31
日
ま
で
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

全
て
の
戸
建
住
宅
や
共
同
住
宅
が
設
置
義
務

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
自
動
火
災
報
知
設
備
や
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
な
ど
の
設
置
が
免
除
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

感
知
器
を
天
井
や
壁
面
に
設
置
し
て
、
住
宅

火
災
に
よ
る
煙
や
熱
を
自
動
的
に
感
知
、
音
や

音
声
で
警
報
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
就
寝
中
な
ど
火
災
に
気
付
き
に

く
い
状
況
で
も
早
期
の
発
見
・
避
難
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

「
煙
を
感
知
す
る
警
報
器
」
は
居
室
や
階
段

へ
の
設
置
に
適
し
て
お
り
、「
熱
を
感
知
す
る

警
報
器
」
は
台
所
へ
の
設
置
に
適
し
て
い
ま
す

（
左
図
参
照
）。

そ
れ
ぞ
れ
、
電
池
を
使
う
タ
イ
プ
と
家
庭
用

電
源
（
1
0
0
ボ
ル
ト
）
を
使
う
タ
イ
プ
が
あ

り
ま
す
。

住
宅
の
所
有
者
、
管
理
者
、
占
有
者
が
、
自

己
責
任
に
お
い
て
設
置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

（
例
）
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
箇
所

④
一
階
に
四
畳
半
以
上
の
居
室
が
５
つ
以
上
あ

る
階
に
は

①
か
ら
③
ま
で
の
基
準
に
該
当
し
な
か
っ
た

階
で
四
畳
半
以
上
の
居
室
が
5
つ
以
上
あ
る
階

に
は
、
廊
下
な
ど
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
必

要
で
す
。

①
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
選
び
方

・
消
防
用
設
備
業
者
や
量
販
店
な
ど
で
販
売
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
市
場
価
格
は
国

産
品
、
外
国
製
品
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

（
数
千
円
〜
1
万
数
千
円
程
度
）

・
新
築
さ
れ
る
場
合
は
、
建
築
会
社
な
ど
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
品
質
を
保
証
す
る
も

の
に
、
日
本
消
防
検
定
協
会
の
鑑
定
が
あ
り
、

こ
の
検
査
に
合
格
し
た
鑑

定
マ
ー
ク
が
付
い
て
い
る

製
品
を
購
入
の
目
安
と
し

て
く
だ
さ
い
。

②
悪
質
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意
！

住
宅
用
火
災
警
報
器
な
ど
の
設
置
義
務
化
に

伴
い
、
今
後
、
巧
妙
な
手
口
を
使
っ
た
悪
質
な

訪
問
販
売
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
危
ぐ
さ
れ
ま

す
。
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
消
防
署
職
員
が
個
人
住
宅
を
訪
問
し
、
あ
っ

せ
ん
や
販
売
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
消
防
署
や
市
役
所
が
特
定
の
業
者
に
あ
っ
せ

ん
や
販
売
の
依
頼
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

※
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
関
す
る
ご
質
問
は
、

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
相
談
室
」
へ
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

0
0
1
2
0
―
5
6
5
―
9
1
1

●
受
付
時
間

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
土
、
日
、

祝
日
を
除
く
）、
9
時
〜
17
時

M
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合

白
石
消
防
署
予
防
係
0
2
5
―
2
2
5
9

●
な
ぜ
住
宅
に
火
災
警
報
器
が
必
要
な
の
で
す
か
？

●
い
つ
か
ら
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
る
の
で
す
か
？

●
ど
の
よ
う
な
住
宅
に
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

る
の
で
す
か
？

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は
ど
ん
な
も
の
で
す
か
？

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
は
ど
ん
な
種
類
が
あ

る
の
で
す
か
？

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
ど
こ
に
設
置
す
る
の
？

●
誰
が
設
置
す
る
の
で
す
か
？

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
購
入
す
る
際
の
注
意

点
は
？

▲熱式警報器

▲煙式警報器

①寝室・子供部屋�
（天井または壁面）�②階段�

就寝に使用する�
部屋がある階の�
階段の踊り場の�
天井または壁面�
に設置します�

③台所�
（天井または壁面）�

�

（　　 ）�

住
宅
火
災
か
ら
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に�

消
防
法
の
改
正
に
よ
り
住
宅
用
火
災
警
報
機
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す�

やぐら



　
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。�

　
就
任
一
年
が
た
ち
、
今
月
号
よ
り
広

報
し
ろ
い
し
に
、
自
分
の
思
っ
て
い
る

こ
と
、
感
じ
た
こ
と
、
そ
し
て
体
感
し

た
こ
と
を
書
く
コ
ー
ナ
ー
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
コ
ー
ナ
ー
の
名
前
は
、
職
員

の
発
案
に
よ
り
「
市
長
の
名
前
が
風
間

だ
か
ら
、
風
の
さ
さ
や
き
が
よ
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
」
と
い
う
案
を

取
り
入
れ
、「
風
の
さ
さ
や
き
」
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
本
年
、
平
成
18
年
丙
戌
の
年
が
健
や

か
に
そ
し
て
穏
や
か
に
明
け
ま
し
た
こ

と
を
、
皆
様
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
自
身
も
正
月
は
、
何
カ
所
か
の
あ
い

さ
つ
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
夜
は
家
で
の
ん
び
り
と
過
ご
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
そ
の
中
で
、
テ
レ
ビ
で
「
里
見
八
犬

伝
」
と
い
う
二
日
に
わ
た
っ
て
の
ド
ラ

マ
を
見
ま
し
た
。
私
が
「
里
見
八
犬
伝
」

と
出
会
っ
た
の
は
小
学
校
の
こ
ろ
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
連
続
人
形
劇
で
見
た
の
が
最
初

で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
仁
･

義
･
礼
･
智
･
忠
･
信
･
孝
･
悌
、
ま

た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
犬
士
の
名
前
、
お
姫

様
の
名
前
、
怨
霊
の
名
前
な
ど
よ
く
覚

え
て
い
る
も
の
だ
と
我
な
が
ら
感
心
し

て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、「
犬
士
」

と
い
う
も
の
が
私
は
今
ま
で
剣
道
の
剣

士
、
つ
ま
り
侍
的
な
剣
士
と
い
う
認
識

を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、「
ケ
ン
シ
」

の
「
ケ
ン
」
が
「
犬
」
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
、
ま
た
「
ふ
さ
姫
」
と
憶
え
て

い
た
も
の
が
「
ふ
せ
姫
」、
つ
ま
り
犬

を
静
か
に
さ
せ
る
た
め
の
「
伏
せ
」
か

ら
由
来
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
恥

ず
か
し
な
が
ら
今
回
の
ド
ラ
マ
で
初
め

て
知
り
ま
し
た
。
原
作
で
あ
る
滝
沢
馬

琴
の
「
南
総
里
見
八
犬
伝
」
を
読
む
と

い
う
こ
と
を
し
な
か
っ
た
が
た
め
の
結

果
な
の
か
な
と
、
と
て
も
反
省
し
て
お

り
ま
す
。
八
人
の
仲
間
が
力
を
合
わ
せ

て
、
お
家
再
興
の
た
め
に
、
ひ
い
て
は

領
地
の
民
の
安
穏
の
た
め
に
働
い
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
、
感
激
し
な
が
ら
見

て
お
り
ま
し
た
。�

　
こ
の
よ
う
な
志
を
持
つ
「
犬
士
」
が

市
役
所
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
、
地
域

に
現
れ
、
協
力
し
合
う
こ
と
で
、
今
以

上
に
白
石
が
光
り
輝
い
て
く
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。�

��������������

　
私
は
必
ず
そ
の
よ
う
な
「
犬
士
」
が

い
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
し
、
同
じ
夢

を
同
じ
思
い
で
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で

き
る
仲
間
が
い
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

夢
は
一
人
で
見
て
も
夢
の
ま
ま
で
終
わ

り
ま
す
が
、
二
人
三
人
と
同
じ
夢
を
見

れ
ば
、
そ
れ
は
実
現
に
向
か
い
ま
す
。

白
石
を
今
以
上
に
光
ら
せ
る
た
め
、
力

を
合
わ
せ
て
「
共
に
」
の
精
神
で
、
平

成
18
年
も
大
い
に
飛
躍
し
て
い
き
た
い

な
と
思
っ
て
お
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。�

　
思
っ
て
い
る
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を

書
く
と
い
う
の
は
な
か
な
か
難
し
い
も

の
で
す
が
、
何
気
な
く
目
を
通
し
て
い

た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。�

　
今
月
か
ら
始
め
た
こ
の
コ
ー
ナ
ー
、

ど
う
ぞ
い
つ
ま
で
も
か
わ
い
が
っ
て
く

だ
さ
る
こ
と
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

ひ
の
え
い
ぬ
�

て
い
�

風
間
市
長
の

風
間
市
長
の
��

風
間
市
長
の
�

「
白
石
八
犬
伝
」
�
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北保育園で1月11日、小正月の伝
統行事「だんごさし」が開催され、
園児61人が小さな手で一生懸命だん
ご刺しに挑戦しました。

北保育園では、子どもたちに伝統
行事を知ってもらおうと、13年ほど
前からこの「だんごさし」を恒例行
事として開催しています。この日は、
園児たちのおじいちゃん、おばあち
ゃんたちにもお手伝いをいただき、
赤、緑、黄の3色のだんごを作り、
ミズキの木に縁起物と一緒に次々に
飾り付けていきました。

伝統行事を子どもたちへ伝えたい！

北保育園で「だんごさし」

12月15日、白石消防署でしろがね
産科婦人科クリニック院長・佐々木
隆之さんから仙南地域広域行政事務
組合消防本部への自動体外式除細動
器（通称AED）3台の寄贈式が行わ
れました。

佐々木さんは救命救急の現場に立
ち会う中でこの寄付を思い立ったと
のことで、「このAEDが一人でも多
くの命を救うことを期待します。」
と語っていました。寄付されたAED
は白石消防署管内のポンプ車などに
早速配備される予定とのことです。

一人でも多くの命を救うために

市民が仙南広域消防本部にAEDを寄付

12月18日、材木岩公園内の検断屋
敷で小原小・中学校の児童・生徒20
名が昔ながらのしめ縄づくりやもち
つきを体験しました。

この催しは、地元の小中学生に昔
ながらのお正月を知ってもらおうと
実施されたものです。地元の講師の
指導の下、子供たちは慣れない手つ
きでしめ縄をなったり、きねを使っ
たもちつきを行いました。出来上が
ったもちはその場でお雑煮などにし
て振る舞われ、子供たちはおいしそう
に出来たての味を楽しんでいました。

伝統の技を学びました

小原小中学生がしめ縄づくりを体験

公立刈田綜合病院で12月16日、第
8回目となるロビーコンサートが開
催されました。
今回コンサートを行ったのは、ひ

かり幼稚園のPTAでつくる「びーん
ず合唱隊」の皆さん。「誕生と出会
い」とテーマに、「アメージンググ
レース」「言葉にできない」といっ
た曲を時折振り付けを交えながら熱
唱しました。コンサート会場の病院
中央ロビーにはたくさんの患者さん
などが詰めかけ、調和のとれた美し
い歌声に聴き入っていました。

患者さんなどに美声を披露

第8回公立刈田綜合病院ロビーコンサート

南町の福祉作業所やまぶき園で12
月9日、地元自治会員でつくるボラ
ンティアみなみの会の皆さんと園利
用者の交流会が行われました。

今年で9回目を迎えた交流会には、
岩山育也会長や小関俊夫南町自治会
長など、同会のメンバー17人が参加。
ゲームや歌などで園利用者と楽しい
一時を過ごしました。
終始和やかな雰囲気に包まれた会

場では、クリスマスプレゼントのお
楽しみ抽選なども行われ、いつまで
も笑い声が絶えませんでした。

地元の福祉施設で交流活動

南町の皆さんがやまぶき園で交流会を開催

12月17日、第一児童館に通う児童
12名が、中町の商店街でクリスマス
リースを飾り付けました。

このクリスマスリースは、11月に
子どもたちが木の枝やリボンなどを
使って思い思いに製作したもので、
中町親商会の皆さんのお手伝いをい
ただきながら、自分の作ったクリス
マスリースを一つずつ大事に飾り付
けていきました。
このクリスマスリースは12月29日

まで飾り付けられ、まちゆく人々の
目を楽しませていました。

クリスマスに花を添えました

児童特製クリスマスリースが中町を装飾

ま・ち・か・ど� IN！�みなさんからのすてきな情報を待ってます！�

材木岩公園内の検断屋敷で1月15
日、今回で3回目となる冬の検断屋
敷まつりが開催されました。
まつりでは、参加した子どもたち

によるだんご刺しが行われたほか、
全員に暁がゆが振る舞われ、正月の
味を楽しみました。

このほか、風船に年頭のメッセー
ジを書いた短冊を付けて空に放った
り、雪玉を得点ボードに投げ、合計
得点を競う「雪玉投げ競争」が行わ
れ、会場からはいつまでも笑い声が
絶えませんでした。

暁がゆで、無病息災！

第３回冬の検断屋敷まつり

1月4日に満100歳の誕生日を迎え
た玉手みよしさん（白川犬卒都婆）
宅を風間市長が訪ね、祝詞と松竹梅
敬老祝金100万円を贈り、長寿を家
族の皆さんとともに祝福しました。

みよしさんは白川津田のご出身
で、9人の子どもさんをもうけられ、
家業だった農業と子育てに奮闘の
日々を送られました。また、1月7日
には週2回通っている「デイサービ
スセンターしろいし」でもお祝いの
会が催され、多くの人たちからの祝
福に、感無量のご様子でした。

満100歳をお祝い！

玉手みよしさんに松竹梅敬老祝金
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～一つ一つ覚える喜びと昇級する喜びで、�
　　どんどん書道に惹かれていきました～�
●日　時／毎週月曜日　19:00～ 21:00�
●講　師／菊地　月（せいげつ）先生�

I n t e r n a t i o n a l  C o r n e r

�

リサの

マイ�
サークル�
図南書道会　　月（せいげつ）教室�

178

　ＡＬＴＡ shiroishi（勤労青少年ホーム）�
　025-3720（13:00～21:00）�

　私たちの教室では、おもに「漢字（楷書・行書・
草書・隷書）」、「かな」、「細字漢字」、「細字かな」、
「硬筆漢字」、「硬筆かな」などを学んでいます。
　先生から注意する点などを教えていただきながら
毎月の課題を習得し、その成果を本部に提出します。
10級からの挑戦で、約５年前に始めた私も、今では
５段にまでなりました。
　字が下手で「筆を握って線を引くことさえできる
のかしら？」というくらいの私でしたので、何度も入
会することをためらいましたが、思い切って入会して
みると、筆の持ち方、点、線など丁寧にご指導をい
ただき、一つ一つ覚える喜びと昇級する喜びで、ど
んどん書道に惹かれていきました。昇級していくとス
ランプの日もあります。また、日々の生活でも行き詰
まりを感じたり、答えが見つからないことがあったりと
…そんなとき書と向かい合っていると、ふっと「そうか！」
と答えが見えてくることがあり、なるほど“書道”と
いうだけあるねー！！と感動しちゃいます。
　進めば進むほど好きな分野が分かってくる。望み
も増えてくる。個性が出てくる。作品に対する理解
も深くなる。道が見えてくる…一生続けていけたら
いいなぁと思う今日このごろです。
　現在のメンバーは20歳代から70歳代までと幅広
い年代。それぞれ目標や喜びを持って、楽しく過ご
しています。やる気があればさまざまな作品展へ出
展する日も夢じゃないと思いますよ！

寂
し
よ
と
夫
を
ら
ぬ
部
屋
に
呟
き
て
諦
め
さ
と
す
声

も
吾
が
声

石
田
み
ど
り

北
風
を
は
た
と
止
ま
せ
て
息
の
打
つ
白
球
決
ま
れ
ば

眼
う
る
み
ぬ

日
下
由
美
子

ボ
ー
ル
蹴
り
追
い
て
ま
た
蹴
る
一
歳
の
曾
孫
に
送
る

ば
ば
の
声
援

斎
藤
タ
カ
子

子
の
学
費
貯
め
ん
と
夫
と
働
き
し
日
々
を
思
へ
ば
わ

れ
ら
若
か
り
き

石
沢
　
敏
子

初
霜
ぞ
齢
重
ぬ
る
日
も
ま
ぢ
か
老
後
を
確
か
に
生
き

む
と
思
ふ

鎌
田
ね
い
子

老
い
夫
の
肩
に
手
を
掛
け
の
ぞ
く
吾
ま
ご
の
祝
い
に

写
る
一
コ
マ

高
子
う
こ
ん

ど
う
だ
ん
の
赤
く
そ
ま
り
し
葉
の
先
に
雪
虫
の
舞
う

冬
の
お
と
ず
れ

桜
井
真
喜
子

不
忘
山
日
毎
目
に
立
つ
ゲ
レ
ン
デ
に
老
い
た
る
今
も

気
も
ち
は
早
る

人
見
　
　
久

病
院
の
夜
は
長
く
て
眠
れ
な
い
瞼
を
閉
じ
て
苦
痛
に

耐
え
る

大
野
　
一
生

配
膳
車
が
長
い
廊
下
を
走
り
ゆ
き
施
設
の
一
日
け
ふ

も
始
ま
る

平
間
　
久
子

一
首
目
。
下
の
句
の
巧
ま
ぬ
う
ま
さ
は
、
重
な

る
お
気
も
ち
か
ら
の
も
の
と
思
う
。
自
ら
を
お
励
ま

し
に
な
り
な
が
ら
の
日
々
な
の
で
あ
ろ
う
。

二
首
目
。張
り
つ
め
て
み
ま
も
る
テ
ニ
ス
の
試
合
。

息
子
さ
ん
に
引
き
つ
け
た
第
二
句
も
生
き
て
い
る
。

三
首
目
。
曾
孫
さ
ん
の
一
挙
一
動
が
う
れ
し
い
作

者
。
孫
さ
ん
夫
婦
に
も
よ
き
記
録
と
な
ろ
う
。

出
来
上
る
愉
し
み
一
心
毛
糸
編
む

日
下
　
　
文

昨
夜
の
雨
雪
に
な
り
た
る
貞
二
の
忌

山
家
　
弘
子

た
ち
ど
ま
り
た
ち
ど
ま
り
つ
つ
冬
の
坂

斎
藤
　
典
子

久
に
聞
く
友
の
電
話
や
十
二
月

福
原
　
峯
子

ひ
そ
や
か
に
霜
月
の
雨
し
み
わ
た
る

寺
崎
　
悦
子

大
型
の
ス
ー
パ
ー
に
立
つ
春
の
虹

制
野
　
リ
エ

茶
を
淹
れ
て
母
を
い
た
わ
り
日
向
ぼ
こ

近
藤
三
容
子

そ
の
中
の
一
羽
寄
り
く
る
浮
寝
鳥

大
庭
　
良
子

盡
き
る
な
き
事
件
災
害
去
年
今
年

高
子
う
こ
ん

垣
根
こ
へ
音
な
く
降
り
し
落
葉
掃
く

岩
松
　
隆
志

ほ
っ
と
す
る
山
茶
花
咲
き
し
小
路
か
な

遠
藤
　
忠
臣

一
句
目
、
一
心
に
毛
糸
を
編
む
姿
、
誰
の
も
の

か
は
言
わ
な
い
方
が
良
い
。
さ
て
イ
メ
ー
ジ
通
り
に

仕
上
が
る
の
か
。

二
句
目
、
先
代
広
報
俳
壇
の
選
者
、
貞
二
先
生
の

忌
日
に
雪
に
な
っ
て
き
た
。
逝
か
れ
た
日
も
寒
い
一

日
だ
っ
た
師
を
偲
ぶ
作
品
。

三
句
目
、
冬
の
坂
の
句
。
辷す

べ

る
足
元
に
気
を
付
け

て
坂
を
行
く
作
者
。「
た
ち
ど
ま
り
」の
上
五
が
良
い
。

皆
様
、
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
聞
を
大
声
で
読
み
ド
ン
・
マ
ー
イ

高
子
う
こ
ん

充
電
を
終
え
て
明
る
い
朝
の
靴

草
野
　
　
清

四
捨
五
入
こ
れ
は
数
学
だ
け
で
い
い

高
橋
　
要
一

祝
辞
で
は
皆
優
秀
な
人
ば
か
り

大
庭
　
良
子

中
高
年
味
見
す
れ
ど
も
買
い
は
せ
ず

水
戸
　
光
穂

紅
白
に
ス
キ
ウ
タ
演
歌
世
は
平
和

佐
藤
　
尚
志

背
を
丸
め
い
ら
ざ
る
年
齢
を
又
一
つ

阿
部
み
さ
子

夕
飯
の
お
か
ず
迷
え
ば
先
ず
サ
ン
マ

人
見
　
　
久

今
日
も
ま
た
生
か
さ
れ
て
い
る
あ
り
が
た
い

寺
崎
　
悦
子

同
じ
こ
と
百
ぺ
ん
も
言
う
母
が
好
き

近
藤
三
容
子

一
句
目
、「
ド
ン
・
マ
ー
イ
」、
な
ん
て
素
晴
ら

し
い
言
葉
だ
ろ
う
。
生
き
て
い
く
に
は
悩
み
、
悲
し

み
い
ろ
い
ろ
あ
ろ
う
が
、
胸
を
張
っ
て
「
ド
ン
・
マ

ー
イ
」
と
叫
べ
ば
、
新
し
い
道
も
開
け
よ
う
。
私
も

今
年
は
「
ド
ン
・
マ
ー
イ
」
で
い
こ
う
。

二
句
目
、
昨
日
ま
で
の
疲
れ
、
ス
ト
レ
ス
も
す
っ

か
り
解
消
し
、
今
朝
は
心
身
共
に
充
電
し
活
力
も
蓄

え
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
あ
元
気
に
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

三
句
目
、
数
学
で
習
っ
た
四
捨
五
入
を
思
い
出
し

た
。
私
は
一
月
で
六
十
八
歳
に
な
っ
た
。
四
捨
五
入

す
る
と
？
歳
。
い
や
い
や
年
齢
に
四
捨
五
入
は
通
用

し
な
い
。

歌
　
壇

岩
　
崎
　
聰
之
介
　
選

俳
　
壇

遠
　
藤
　
秋
　
尾
　
選

柳
　
壇

米
　
澤
　
礼
　
子
　
選

評

評 評

市民文芸�
応募方法�
一人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内。はがきに作品・住所・氏名・応募する壇名をはっきり書
き、〒989-0292白石市大手町1-1 白石市総務課へ。はがき1枚に短歌、俳句、川柳の併記は不
可。毎月15日締め切り。
Ｅメールでも応募できます。（koho@city.shiroishi.miyagi.jp）

（４月から応募先が変わりました）�

12月の初め、カナダに行きました。オーストラリアの２人の友達
と「カルガリー」という町で落ち合いました。その夜、友達と夕飯
を食べに行こうと思っていました。泊まっていた所は町まで歩ける
距離でした。友達はシドニーの30度の夏の季節から来ましたが、リ
サは白石の冬から来たので、カナダの寒さぐらいは「平気」と考え
ていました。何を考えていたのだろう？－25度の外で立っていた私
たちは体全部が痛く感じました。つま先に血が確かに通っておらず、
鼻水が凍っていました。雪の上がとても滑りやすいので、３人で子
どものように笑っていました。30秒ぐらいお互いを見ながら、同時
に「中に戻ろう！」と言いました。ホステルのお兄さんは私たちを
見て笑っていました。町まで行くことをあきらめた私たちはその夜
夕飯なしで寝ました。それが最初で最後のカルガリーの夜でした。
それから３人でカナダの「ロッキーズ」の中で一番雪が降る、人
口2,000人の小さな美しい町、「ファニー」に着きました。スノーボ
ードもカナダに持っていったのでファニースキー場で滑るのが楽し
みでした。でも、日本に帰る12月10日まで、スキー場がオープンし
ませんでした。あきらめきれない私たちはボートを持って山を２時
間登りました。疲れた！でもたった２分だけでしたがファニースキ
ー場で滑ることができてうれしかったです。
オーストラリアでは「bend the rules」ということわざがあります。
決まっていても、いつもそうとは限らないという意味です。日本で
はなんでも決まっています。ルールや、やり方があるので変更する
のは難しいです。ときには、「どうしてなの？」と、理由が全然理
解できないことがあります。
初めて留学生で横浜に住んでいたときの忘れられないコンビニで
の出来事です。

リサ：「ホット・ココアお願いします。」
コンビニのお兄さん：「ああ、すみません、ホット・ココアのカッ

プがなくなりました。」
リサ：「でもココアはあるんでしょ？」
コンビニのお兄さん：「はい、あります。」
リサ：「じゃ、そのコーヒーのカップでもいいですよ。」
コンビニのお兄さん：「すみません、それはできません。」
リサ：「どうして？」
コンビニのお兄さん：「コーヒーはコーヒーのカップでココアはコ

コアのカップがあります。」
リサ：「でも、ココアのカップがないのだから、コーヒーカップに

入れてください。」
コンビニのお兄さん：「それはできません。大変すみませ

ん。」？？？？？？？？
だからカナダに行ったとき、何でも簡単に変えられるのが久しぶ
りでした。例えば友達がステーキとニンニクのポテトを注文しまし
た。でも彼女はニンニクが苦手なので代わりに野菜とフライド・ポ
テトが出てきました。本当は「セットのメニュー」だけど、実はカ
ナダでは何でも「ミックスとマッチ」できるそうです。また、友達
がバイクをレンタルで借りたときのことです。そのバイクは盗まれ
てしまい、250ドルを払わなければなりませんでしたが、その店に
戻ったら「Don't worry」と言われました。「気にしないで、保険で
戻ってくる」からだそうです。でもそれは文化の違いであり、どの
国にも良い点と悪い点があります。また一人一人の目から見ても違
いがあります。リサにはカナダは本当に美しい国です。人の暖かさ
で寒さを忘れてしまいます。ちょうど白石のように（＾_-）

カナダの寒さとカナダ人の暖かさ

市 内 イ ベ ン ト 掲 示 板 � （２月１日～３月５日）

開催日 時　間 イベント名 場　所 有・無料 問い合わせ先 備　考

17頁掲載

17頁掲載

17頁掲載

18頁掲載

16頁掲載

16頁掲載

16頁掲載

16頁掲載

お茶券400円碧水園碧水園茶会
※2/26も開催

古典芸能伝承の館
0２５－７９４９2月12日（日） 10:00～

15:00

  8:30～

入場無料
※出店希望者連絡必要いきいきプラザ

いきいきプラザ
フリーマーケット

いきいきプラザ
0２２－１６３５2月25日（土）

  8:30～
12:00

前売り2,000円（全席指定）
当　日2,500円　　　　　
※学割半額　　　

ホワイトキューブヘリエ・グラムストルップ
オルガンコンサート

ホワイトキューブ
0２２－１２９０2月  5日（日）13:30開場14:00開演

無料・材料持参
※連絡必要いきいきプラザ定期リサイクル教室

「牛乳パックで作るふた付きペンケース」
いきいきプラザ
0２２－１６３５2月18日（土） 10:00～

11:30

無料・材料持参
※連絡必要いきいきプラザ

短期リサイクル教室
「ネクタイなどから作る「桃の節句」、
「端午の節句」のミニタペストリー」
※2/21、28、3/7、14も開催

いきいきプラザ
0２２－１６３５2月14日（火）   9:30～

11:30

社会教育課
0２２－１３４３2月  5日（日） ホワイトキューブ第15回市民綱引き大会 無料

※申込必要

11:00～（午前の部）
15:30～（午後の部）

ホワイトキューブ
0２２－１２９０2月12日（日） ホワイトキューブ佐藤弘道＆井上あずみ

ファミリーライブ
前売り券
完売

14:00～ 社会教育課
0２２－１３４３2月  3日（金） 武家屋敷

「旧小関家」節分の会 大　　　人 200円
高校生以下 100円

  9:00～
16:00

社会教育課
0２２－１３４３

2月24日（金）
～3月  3日（金）

武家屋敷
「旧小関家」ひな祭り 大　　　人 200円

高校生以下 100円

13:00開場 ホワイトキューブ
0２２－１２９０2月19日（日） ホワイトキューブWJBL第7回Wリーグ「白石大会」

ＪＯＭＯVS日本航空
有料

（お問い合わせください）

16:30開場
17:00開演

ホワイトキューブ
0２２－１２９０2月25日（土） ホワイトキューブ旅立ちの日に…

岡本知高
前売り4,500円（全席指定）
当　日5,000円　　　　　
※学割半額　　　  

  9:00～
16:00

弥治郎こけし村
0２６－３９９３

1月24日（火）
～3月20日（月） 弥治郎こけし村宍戸公幸コレクション展

ＰＡＲＴ２ 無料

  9:00～
16:00

弥治郎こけし村
0２６－３９９３

1月28日（土）
～3月3日（金） 弥治郎こけし村雛の宴展

ひな うたげ

無料

  8:30～
17:15

ふれあいプラザ
0２２－６０２５

1月18日（水）
～2月15日（水） ふれあいプラザふれあいミニ展示

「民話作品展示」 入場無料

ま
な
こ

こ
　
ぞ

こ
と
し

あ

よ
　
べ



13 12

軽
自
動
車
や
原
付
き
バ
イ
ク
、
農
耕

車
な
ど
は
、
4
月
1
日
現
在
で
登
録
さ

れ
て
い
る
方
に
1
年
分
の
軽
自
動
車
税

が
賦
課
さ
れ
ま
す
（
月
割
り
で
の
課
税

や
還
付
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

現
在
使
用
さ
れ
て
い
な
い
軽
自
動
車

な
ど
を
お
持
ち
の
方
は
3
月
ま
で
に

「
廃
車
」
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
18
年
度
か
ら
税
金
は
発
生
し
ま
せ

ん
の
で
、
早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。
詳
し
く
は
次
の
機
関
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
原
付
き
バ
イ
ク
・
農
耕
車
な
ど

税
務
課
総
務
係
0
2
2
―
1
3
1
3

●
軽
自
動
車
・
軽
二
輪
な
ど

宮
城
県
軽
自
動
車
協
会

0
0
2
2
―
2
3
2
―
5
7
2
4

●
二
輪
小
型
自
動
車

東
北
運
輸
局
宮
城
運
輸
支
局

0
0
2
2
―
2
3
5
―
2
5
1
1

平
成
17
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

は
、
2
月
16
日（
木
）か
ら
3
月
15
日

（
水
）ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
（
還
付
申

告
の
方
は
、
2
月
15
日（
水
）以
前
で
も

申
告
書
を
税
務
署
に
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
）。

ま
た
、
個
人
事
業
者
の
平
成
17
年
分

の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
確
定

申
告
は
、
3
月
31
日（
金
）ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
15
年
度
消
費
税
法
の
改

正
に
よ
り
、
平
成
17
年
分
か
ら
基
準
期

間
（
平
成
15
年
分
）
の
課
税
売
上
高
が

1
、
0
0
0
万
円
を
超
え
て
い
る
事
業

者
は
「
課
税
事
業
者
」
と
な
り
、
消
費

税
の
確
定
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
当
税
務
署
個
人
課
税
部
門

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

M
大
河
原
税
務
署
　
個
人
課
税
部
門

0
0
2
2
4
―
5
2
―
1
3
6
9

今
ま
で
携
帯
電
話
か
ら
発
信
さ
れ
た

管
内
の
1
1
9
番
は
、
電
話
会
社
ご
と

に
仙
南
広
域
消
防
本
部
、
名
取
市
消
防

本
部
、
亘
理
地
区
消
防
本
部
の
各
消
防

本
部
が
受
信
し
、
管
轄
の
消
防
本
部
に

転
送
し
て
い
ま
し
た
が
、
2
月
3
日
か

ら
直
接
受
信
シ
ス
テ
ム
の
運
用
開
始
に

よ
り
、
携
帯
電
話
か
ら
の
す
べ
て
の
発

信
が
仙
南
広
域
消
防
本
部
に
直
接
つ
な

が
り
ま
す
。
た
だ
し
、
電
波
の
状
況
や

場
所
に
よ
っ
て
は
近
隣
の
消
防
本
部
へ

つ
な
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場

合
は
、
発
生
場
所
を
お
伝
え
い
た
だ
け

れ
ば
、
仙
南
広
域
消
防
本
部
に
転
送
さ

れ
ま
す
。

M
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合

消
防
本
部
　
通
信
指
令
室

0
0
2
2
4
―
5
2
―
1
0
5
0

　は問い合わせ先です�

平
成
18
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
税

の
納
期
が
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
国

民
健
康
保
険
税
は
4
月
か
ら
翌
年
2
月

ま
で
の
8
期
に
分
け
て
納
付
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
18
年
度
か

ら
は
7
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で
の
9
期

に
変
わ
り
ま
す
。
納
期
が
増
え
た
こ
と

に
よ
り
、
期
別
ご
と
の
納
税
額
が
少
な

く
な
り
、
納
め
や
す
く
な
り
ま
す
。

今
回
の
改
正
に
よ
り
4
月
の
暫
定
課

税
（
前
年
度
の
国
保
税
額
を
基
礎
と
し

て
算
定
）
が
な
く
な
り
ま
す
。

M
税
務
課
国
民
健
康
保
険
税
係

0
2
2
―
1
3
1
3

●
公
売
日
時

2
月
17
日（
金
）、
24
日（
金
）10
時
〜

●
場
所

市
庁
舎
3
階
第
3
会
議
室

●
参
加
資
格

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず

原
則
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

●
公
売
方
法

入
札

●
当
日
持
参
す
る
も
の

印
鑑
（
法
人

の
場
合
は
代
表
者
印
）、
委
任
状

（
代
理
人
の
場
合
）、
買
い
受
け
代
金

※
電
話
加
入
権
公
売
は
、
都
合
に
よ
り

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

公
売
日
の
前
日
に
収
納
管
理
室
ま
で

電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

M
収
納
管
理
室
　
0
2
2
―
1
3
1
3

例
年
に
な
く
寒
い
毎
日
で
す
が
、

こ
た
つ
で
丸
く
な
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？
そ
ん
な
と
き
こ
そ
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
つ
い
て
、
家
族
で
話
し
合
っ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
家
に
い

な
が
ら
買
物
が
で
き
る
、
大
変
便
利

な
世
の
中
に
な
り
ま
し
た
。
携
帯
電

話
、
パ
ソ
コ
ン
と
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体

で
買
物
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
簡
単
な
だ
け
に
ト
ラ
ブ

ル
も
多
く
な
り
ま
す
。
事
例
を
挙
げ

て
み
ま
し
ょ
う
。

■
利
用
し
た
覚
え
の
な
い
接
続
料
の

請
求

国
際
電
話
へ
の
自
動
接
続
、
な
り

す
ま
し
、
根
拠
の
な
い
利
用
料
の
架

空
請
求
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

に
つ
い
て
は
、
契
約
の
事
実
が
な
け

れ
ば
、
き
ぜ
ん
と
し
た
態
度
で
相
手

に
連
絡
せ
ず
、無
視
す
る
こ
と
で
す
。

は
が
き
も
同
様
で
す
。

連
絡
を
す
る
と
相
手
に
個
人
情
報

を
提
供
す
る
こ
と
に
な
り
、
後
日
、

振
り
込
め
詐
欺
に
利
用
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

■
利
用
料
無
料
と
書
い
て
あ
っ
た
の

に
高
額
の
請
求

無
料
の
条
件
を
よ
く
確
か
め
る
こ

と
で
す
。
登
緑
料
が
別
途
か
か
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

■
金
も
う
け
の
誘
い
だ
っ
た
の
に
も

う
か
ら
な
い

簡
単
に
金
も
う
け
で
き
る
話
を
信

用
し
な
い
こ
と
で
す
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
、
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
の

商
品
の
状
態
が
悪
い
、
届
か
な
い

出
品
者
が
信
用
で
き
る
か
確
認

し
、
先
払
い
は
避
け
る
こ
と
で
す
。

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
通
信
販
売

と
同
じ
で
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
は

あ
り
ま
せ
ん
。
返
品
・
交
換
は
販
売

者
の
特
約
（
好
意
）
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
購
入
契
約
を
す
る
と
き
は
、

よ
く
確
か
め
て
か
ら
申
し
込
み
ま
し

ょ
う
。

ま
た
、
販
売
者
の
連
絡
先
、
申
し

込
み
画
面
な
ど
は
必
ず
保
存
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
後
日
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
し
た
と
き
に
連
絡
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

■
契
約
に
つ
い
て

消
費
者
と
事
業
者
の
「
申
し
込
み
」

と
「
承
諾
」
で
契
約
は
成
立
し
ま
す
。

契
約
に
は
「
責
任
」
が
生
じ
ま
す
。

契
約
は
一
方
が
勝
手
に
取
り
消
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
規
約
は
し
っ
か

り
読
ん
で
か
ら
契
約
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
規
約
は
必
ず
保
管
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

D o you know?

く
ら
し
の�

ヒ
ン
ト�

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
契
約
」

〜
正
し
い
判
断
で
ト
ラ
ブ
ル
解
消
〜

G
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
消
費
生
活
相
談
室

0
２
２
―

０
７
８
３

（
相
談
日
　
月
・
水
・
金
９
時
〜
16
時
）

お
　
な
　
や
　
み

国
民
健
康
保
険
税
の
納
期
が
変
わ
り
ま
す

市
建
設
工
事
関
係
等
競
争
入
札
参
加

申
し
込
み
の
追
加
受
け
付
け
（
平
成

18
年
度
）
を
行
い
ま
す

電
話
加
入
権
公
売
の
お
知
ら
せ

確
定
申
告
用
紙
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
の
全

額
が
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
・
農
耕
車
な
ど

の
廃
車
手
続
き
は
３
月
中
に
！

所
得
税
・
消
費
税
の
確
定
申
告
は

お
早
め
に
〜
大
河
原
税
務
署
か
ら
〜

近
い
う
ち
に
宮
城
県
沖
地
震
が
高
い

確
率
で
起
き
る
と
予
想
さ
れ
る
中
、
家

具
の
転
倒
な
ど
に
よ
る
被
害
の
防
止
対

策
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

大
き
な
地
震
の
際
は
、
建
物
が
地
震

に
耐
え
て
も
、
転
倒
し
た
家
具
の
下
敷

き
に
な
っ
て
け
が
を
し
た
り
、
避
難
経

路
が
ふ
さ
が
れ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
居

住
者
被
害
が
、
各
地
で
多
数
発
生
し
て

い
ま
す
。

こ
の
た
め
、（
社
）宮
城
県
建
築
士
会

白
石
刈
田
支
部
で
は
、
家
具
の
転
倒
を

防
止
す
る
工
事
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。

●
受
付
開
始
日

2
月
1
日（
水
）

●
工
事
に
か
か
る
費
用

標
準
（
高
さ
1.8
ｍ
×
幅
0.9
ｍ
程
度
）

の
金
額
は
、

・
金
具
（
大
2
個
）
…
…
…
6
0
0
円

・
金
具
（
小
2
個
）
…
…
…
3
0
0
円

・
取
り
付
け
手
間
賃
（
1
時
間
）

…
…
…
…
…
…
…
…
2
、
0
0
0
円

・
下
地
材
（
必
要
な
場
合
）

…
1
、
0
0
0
円
〜
3
、
0
0
0
円

※
そ
の
ほ
か
、
標
準
家
具
以
外
は
、
見

積
り
の
上
別
料
金
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
貸
家
な
ど
は
、
貸
主
の
承
諾

を
得
た
建
物
に
限
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
建
築
住
宅
係

0
2
2
―
1
3
2
6

家
具
の
転
倒
防
止
は
し
て
い
ま
す
か
？

2
月
3
日
か
ら
3
月
15
日
ま
で
市
・

県
民
税
の
申
告
相
談
が
行
わ
れ
ま
す

が
、
市
で
準
備
し
て
い
る
所
得
税
の
確

定
申
告
用
紙
に
は
枚
数
に
限
度
が
あ
り

ま
す
の
で
、
市
で
申
告
を
さ
れ
る
方
で

税
務
署
よ
り
送
付
さ
れ
た
確
定
申
告
用

紙
を
お
持
ち
の
方
は
、
忘
れ
ず
に
持
参

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

特
に
、
所
得
税
の
予
定
納
税
を
し
た

方
に
つ
い
て
は
、
送
付
さ
れ
た
確
定
申

告
用
紙
に
記
載
さ
れ
た
予
定
納
税
額
を

入
力
し
て
第
3
期
分
の
税
額
を
算
出
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

※
税
務
署
よ
り
送
付
さ
れ
た
確
定
申
告

用
紙
が
無
い
場
合
は
、
市
で
は
申
告

で
き
ま
せ
ん
。

M
税
務
課
市
民
税
係
0
2
2
―
1
3
1
3

積
雪
時
に
は
、
地
下
消
火
栓
の
ふ
た

が
雪
の
下
に
隠
れ
、
消
火
活
動
に
支
障

が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
消
防
職
員

や
地
元
の
消
防
団
員
が
除
雪
を
し
て
い

ま
す
が
、
管
内
の
消
火
栓
を
一
斉
に
除

雪
す
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
す
。

近
く
に
消
火
栓（
特
に
地
下
消
火
栓
）

が
あ
る
場
合
は
、
家
の
周
り
の
除
雪
と

併
せ
て
、
消
火
栓
上
の
除
雪
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

M
生
活
環
境
課
　
0
2
2
―
1
3
1
4

控
除
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
平
成
17

年
1
月
〜
平
成
17
年
12
月
ま
で
の
1
年

間
に
納
め
た
保
険
料
で
す
。

毎
月
納
め
た
保
険
料
の
ほ
か
に
、
全

納
し
た
保
険
料
、
過
去
に
免
除
を
受
け

て
い
て
後
で
追
納
し
た
保
険
料
、
納
め

忘
れ
て
い
た
期
間
に
つ
い
て
納
め
た
保

険
料
、
家
族
の
分
を
納
め
た
保
険
料
な

ど
も
含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、「
国
民
年

金
基
金
」
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
に
つ

い
て
も
、
掛
け
金
の
全
額
が
控
除
の
対

象
に
な
り
ま
す
。

確
定
申
告
を
さ
れ
る
と
き
は
、「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
」
を
申
告
書
に
添
付
し
て
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

M
社
会
保
険
事
務
局
大
河
原
事
務
所

0
0
2
2
4
―
5
1
―
3
1
1
1

市
民
課
国
民
年
金
相
談
係

0
2
2
―
1
3
1
2

次
回
の
市
議
会
定
例
会
は
2
月
14
日

（
火
）開
会
予
定
で
す
。
詳
し
い
日
程
は
、

議
会
運
営
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
の

で
、
2
月
13
日（
月
）以
降
に
議
会
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、「
白
石
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

の
「
市
議
会
の
ペ
ー
ジ
」
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

M
議
会
事
務
局
　
0
2
2
―
1
3
5
1

市
で
は
、
建
設
工
事
・
コ
ン
サ
ル
業

務
・
物
品
納
入
・
役
務
提
供
の
競
争
入

札
参
加
業
者
の
追
加
受
け
付
け
を
行
い

ま
す
。

●
受
付
期
間
・
時
間

2
月
1
日（
水
）〜
15
日（
水
）

9
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

※
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す
。
ま
た
、

郵
送
に
よ
る
受
け
付
け
は
実
施
し
ま

せ
ん
。
昨
年
度
申
請
し
た
方
は
、
申

請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
受
付
場
所

市
庁
舎
4
階
大
会
議
室

●
有
効
期
間

平
成
18
年
4
月
1
日

〜
平
成
19
年
3
月
31
日
の
1
年
間

●
申
請
書
様
式

中
央
公
契
連
統
一
様
式
ま
た
は
市
独

自
様
式

※
詳
し
く
は
、
財
政
課
で
配
布
し
て
い

る
申
込
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲
覧
可
能
で

す
）。

M
財
政
課
契
約
係
0
2
2
―
1
3
3
2

消
火
栓
の
除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

２
月
３
日
か
ら
携
帯
電
話
直
接
受
信
シ
ス
テ
ム
の
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
す

〈変更前〉�

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月�

 １期 ２期 ３期  ４期  ５期 ６期 ７期  ８期�

暫定課税� 本算定（確定）課税�

〈変更後〉�

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月�

    １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期�

� 本算定（確定）課税�



地区名�

ごみ区分�

２月のごみ収集日程は、下記のとおりとなっておりますので、ご確認の上、きちんと分別して出してください。�

◆２月のごみ収集日予定表（日付は2月の収集日です）�

越　河�
斎　川�
大　平�

火� 月� 金� 木� 金� 月� 水�

火・金�

  3・  7・�
10・14・�
17・21・�
24・28

  7・14・�
21・28

  6・13・�
20・27

  6・13・�
20・27

  3・10・�
17・24

  2・9・�
16・23

  3・10・�
17・24

  1・8・�
15・22

2・6・9・13・16・20・23・�
27

  1・  2・  6・  8・�
  9・13・15・16・�
20・22・23・27

1・3・7・8・�
10・14・15・�
17・21・22・�
24・28�
�

月・木� 月・水・木� 火・水・金�

7日（火）�

14日（火）�

21日（火）�

21日（火）�

28日（火）�

�

�

1日（水）�

8日（水）�

15日（水）�

15日（水）�

22日（水）�

3日（金）�

10日（金）�

17日（金）�

17日（金）�

24日（金）�

3日（金）�

10日（金）�

17日（金）�

17日（金）�

24日（金）�

6日（月）�

13日（月）�

20日（月）�

20日（月）�

27日（月）�

ペットボトル�
（第１曜日）�
び  ん  類�
（第2・第5曜日）�

紙　　類�

もやせるごみ�

缶�
（第3・第5曜日）�
プラスチック�
（第３曜日）�
もやせないごみ�
（第４曜日）�

大鷹沢�
白　川�
小下倉�

大鷹沢田中� 福　岡�
小　原�

市街東北本線�
東　側�

鷹　巣� 市街東北本線�
西　側�

6日（月）�

13日（月）�

20日（月）�

20日（月）�

27日（月）�

２月のごみ収集日について（お知らせ）�

　生活環境課　022－1314

2日（木）�

9日（木）�

16日（木）�

16日（木）�

23日（木）�

○不忘・川原子地区のもやせるごみは､毎週水曜日に収集します。�
○ごみは、必ず当日の午前8時30分までに集積所に出してください（収集車が回収する時刻に合わせての搬出や前夜出
しはしないでください）。�

○びんは、色により3種類（①透明、②茶色、③その他）に分けて、それぞれ資源の袋（赤）に入れて出してください。�
○缶類とプラスチック類は、それぞれに分けて資源の袋（赤）に入れて出してください。�
�
◎スプレー缶や使い捨てガスライターのごみの出し方について�

　次のことをきちんと守ってごみ出しをしてください。�
　★スプレー缶などは、①中身を必ず使い切ること。②必ず穴を開けること。（風通しの良いところで）�
　★ガスライターは、ガスを使い切ること。�

角田衛生センターからのお知らせ�
�

　飼い犬、猫などの死亡に伴う火葬受け付けについて、4月1日から年末年始を除く土・日曜日および祝日に、市民

の方が直接角田衛生センターまで持ち込む場合に限り、動物の火葬を受け付けます。�

　受付時間は、8:30～16:30となります。詳しくは、角田衛生センターまでお問い合わせください。�

G角田衛生センター　00224-63-2140

〈注意事項〉犬を登録している方は、鑑札（小判形）を持参してください（保健所の職員が来るまで待っていただくことがあります）。
　　　　　 猫の場合は、必ず麻袋（土のう袋は不可）など丈夫な袋に入れてください。また、届け出書が必要となりますので印鑑をご持参ください。

●日時　2月2日（木）、16日（木）　　11:00～11:30（時間厳守）�
●場所　健康センター前�

☆飼えない犬・猫の引き取り日のお知らせ�

公立刈田綜合病院紹介公立刈田綜合病院紹介
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〈
母
子
家
庭
な
ど
の
た
め
に
〉

■
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
方
は
、
左
記
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
18
歳
の
年
度
末
ま
で
の
児
童
（
心

身
に
一
定
の
障
害
を
持
つ
児
童
は
20
歳

未
満
）
を
監
護
し
て
い
る
母
ま
た
は
養

育
し
て
い
る
方
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
公
的
年
金
な
ど
を
受
給
で

き
る
場
合
や
、
受
給
者
の
所
得
が
一
定

の
額
を
超
え
る
場
合
に
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。

①
父
母
が
離
婚
し
た
あ
と
、
父
と
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

②
父
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
が
極
め
て
重
度
の
障
害
の
状
態
に

あ
る
児
童

④
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

⑤
父
か
ら
引
き
続
き
1
年
以
上
遺
棄
さ

れ
て
い
る
児
童

⑥
父
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
1
年
以

上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑦
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
生
し
た

児
童

●
手
当
月
額

児
童
1
人
の
場
合
4
1
、
8
8
0
円

児
童
2
人
の
場
合
4
6
、
8
8
0
円

〈
心
身
に
障
害
を
持
つ
児
童
の
た
め
に
〉

■
特
別
児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
方
は
、
精
神
や
身
体
に
障
害

の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
監
護
し
て

い
る
父
ま
た
は
母
、
も
し
く
は
養
育
し

て
い
る
方
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
障
害
児
自
身
が
当
該
障
害

を
理
由
と
し
て
年
金
を
受
給
で
き
る
場

合
や
、
受
給
者
の
所
得
が
一
定
額
を
超

え
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
手
当
月
額

・
重
度
障
害
児
（
1
級
）
の
場
合

1
人
に
対
し
て
5
0
、
9
0
0
円

・
中
度
障
害
児
（
2
級
）
の
場
合

1
人
に
対
し
て
3
3
、
9
0
0
円

※
ご
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
や
詳
細
に

つ
い
て
は
、
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

M
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

0
2
2
―
1
4
0
0

4
2
6
―
2
6
9
9

2
月
は
、
平
成
17
年
10
月
か
ら
平
成

18
年
1
月
ま
で
の
4
カ
月
分
の
児
童
手

当
が
振
り
込
み
に
な
り
ま
す
。

2
月
3
日
以
降
、
該
当
す
る
金
融
機

関
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

※
振
り
込
ま
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
子

ど
も
家
庭
課
総
務
係
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

M
子
ど
も
家
庭
課
総
務
係

0
2
2
―
1
3
6
3

宮
城
県
で
は
洪
水
に
よ
り
相
当
の
被

害
が
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
河
川
を
指

定
し
て
、
市
町
村
長
が
発
令
す
る
避
難

勧
告
や
住
民
の
方
の
自
主
避
難
の
目
安

と
な
る
水
位
と
し
て「
特
別
警
戒
水
位
」

を
設
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
白
石
川
に
架
か
る
白

石
大
橋
の
橋
脚
に
「
特
別
警
戒
水
位
」

（
赤
色
ラ
イ
ン
）
と
各
水
防
団
が
水
害

に
備
え
る
た
め
に
出
動
す
る
目
安
と
な

る
「
警
戒
水
位
」（
黄
色
ラ
イ
ン
）
を

表
示
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
大
雨

の
際
に
避
難
の
目
安
と
な
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
日
ご
ろ
か
ら
地
域
住
民
の
方

に
河
川
の
水
位
に
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
き
、
水
害
に
対
す
る
心
構
え
の
普
及

啓
発
に
も
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

M
宮
城
県
大
河
原
土
木
事
務
所

河
川
砂
防
第
一
班

0
0
2
2
4
―
5
3
―
1
4
3
4

――― 思いやりのある良質で信頼される医療を目指して ―――

で、当院は「診断価値の高い画像を提供している施設で
ある」と認められたものです。
放射線技術の進歩は非常に早く、最新の技術を常に修

得することが求められます。放射線部では月1回、放射
線技師が持ち回りで研究発表を行い技術のレベルアップ
を図っています。今後も常に診断価値の高い画像を提供
し、診療を支えていきたいと考えています。

※注　ＣＴ：Ｘ線を使って身体の輪切りの画像を撮る装置
ＭＲＩ：強い磁気と電波を使って身体から出る信号を検出

し画像にする装置

G公立刈田綜合病院　025-2145G公立刈田綜合病院　025-2145G公立刈田綜合病院　025-2145G公立刈田綜合病院　025-2145G公立刈田綜合病院　025-2145G公立刈田綜合病院　025-2145G公立刈田綜合病院　025-2145G公立刈田綜合病院　025-2145G公立刈田綜合病院　025-2145G公立刈田綜合病院　025-2145G公立刈田綜合病院　025-2145G公立刈田綜合病院　025-2145G公立刈田綜合病院　025-2145G公立刈田綜合病院　025-2145G公立刈田綜合病院　025-2145G公立刈田綜合病院　025-2145G公立刈田綜合病院　025-2145

当院では新築移転に伴い、ＣＴやＭＲＩ（※注）などの
精密医療機器を導入し、仙台圏の大病院と同等かそれ以
上の精密検査の実施が可能となりました。ＣＴやＭＲＩ
は体の疾病個所を画像化する機器で、医師は撮影された
画像を基に診断を下します。ＣＴやＭＲＩは放射線技師
が操作を行いますが、重要なのが正確で質の高い画像を
撮影することです。放射線部では、画像撮影技術の向上
を目的に数年前からＸ線装置メーカーが主催するＣＴと
ＭＲＩの画像コンテストに応募しています。今年の画像

コンテストではＣＴ部門で
197施設、ＭＲＩ部門で110
施設の応募があり、当院は
昨年に続き2年連続で、Ｃ
Ｔ部門で優良賞、ＭＲＩ部
門で準優秀賞を受賞しまし
た。これらの賞は厳正な審
査の上で決定されるもの

CTやMRIなど最新の医療機器で診療を支えています～放射線部～

特
別
警
戒
水
位
の
設
定
に
つ
い
て

２
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す

○24

▲MRI（核磁気共鳴断層撮影装置）
▲放射線技師は持ち回りで研究発表を行い、互いのレベルアップ
を図っています。

皆
さ
ん
ご
存
じ
で
す
か
？

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

特別警戒水位
（赤色ライン）

警戒水位
（黄色ライン）
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図書館トピックス G図書館　026-3004

12月9日～11日の3日間、古地図や
江戸期の鳥類図鑑といった国指定の
重要文化財などを、宮城県図書館か
ら借り受けて展示しました。

2階の文化室では、イタリア出身
のマテオ・リッチが1602年に刊行し
た「坤輿

こん よ

万国全図」や、江戸期に堀
田正敦が著した鳥類図鑑「禽譜

きん ぷ

」を
展示。当館所蔵の古書の一部も同時
に公開して、期間中たくさんの方に
来館いただきました。

小さい子ども向けの折り紙教室を
開催します。何を作るかは、当日の
お楽しみ。折り紙が初めてのお子さ
んでも、やさしく教えます。
●日時 2月18日（土）10:00～11:30

「文化財への誘い」を開催しました

おりがみひろば

3 土･日･祝も開館しています！

ふれあいプラザ
（ふれあいプラザ事務室）022-6025 422-6027
（男女共同参画相談支援センター）022-6035 422-6037
（ファミリー・サポート・センター）0・425-5488

開館時間８:30～17:15
（土・日・祝は10:00～16:00）

※ファミリー・サポート・センターや子育て支援センターなどの子育て情報を24ページに掲載しています。

●募集人数 10名
●参加費 2,000円

（3回分の材料費）
●準備物 筆記用具
●申し込み方法 来館または電話、
Eメールでお申し込みください。定
員になり次第締め切ります。
●電話受付時間 13:00～21:00

（日曜、祝日を除く）
●Eメール kinro@city.shiroishi.miyagi.jp

疲れた体や心を「ほっ」と癒して
くれる“紅茶”。そんな身近な飲み
物“紅茶”にスポットライトを当て、
より食を楽しみませんか？
●日時【全３回】

2月23日、3月9日・23日
19:00～21:00（すべて木曜日）
●講師 紅茶コーディネーター

佐藤　美帆さん

●日時 2月8日（水）
●内容など リフト1日券・昼食・
ケーキセット・送迎付き3,500円

●日時 2月19日（日）
●内容 リフト1日券・レンタル料
50％OFF（中学生まで対象）
※各教室の詳細については、白石ス

キー場までお問い合わせください。

●日時 2月1日（水）、15日（水）
●内容など リフト1日券・昼食・
ケーキセット・送迎付き3,500円

●日時 2月4日（土）、18日（土）
●内容など リフト1日券・昼食・
送迎付き2,500円、レンタル料50％
OFF、定員30名
※小学生対象のスキー教室です。

■短期講座「紅茶教室」受講生募集！

5 働く若者をバックアップ

ALTA shiroishi（勤労青少年ホーム）
2月の休館日　5・11・12・19・26日
開館時間　13:00～21:00
0・425-3720

7 白石スキー場 024-8111
424-8267

6 弥治郎こけし村
入村無料

2月は休まず開村します。

開村時間　9:00～16:00 026-3993

毎年恒例の「雛の宴展」を開催中
です。かわいらしいひなこけしを多
数展示して皆様のお越しをお待ちし
ております。ぜひ、こけし村にお越
しください。

●開催期間 3月3日（金）まで

●開催期間 3月20日（月）まで

自分だけのオリジナルこけしを描
いてみませんか？皆様のお越しをお
待ちしております。
●絵付け料 600円（木地代含む）

■「雛の宴展」を開催

■宍戸公幸コレクション展PART2

■こけしの絵付けを体験ください

■シルバースキー教室（要予約） ■レディーススキー教室（要予約）

■チビッ子スキー教室（要予約） ■スキー子供の日

●場所 図書館2階文化室
●対象 小学生以上
●定員 20名（先着順）
●参加費 無料（折り紙などは当館
で用意します）
●申込先 図書館

昨年、図書館では郷土資料室をつ
くり、県内・市内の資料を集めまし
た。また、東北地方のさまざまな紀
行誌のシリーズ「んだんだブックス」
も計14巻そろえました。
「戊辰戦争とうほく紀行」、「羽州街
道をゆく」、「北とうほく花の湿原」、
「南とうほく花の湿原」、「東北お祭
り紀行」、「関東お祭り紀行」、「東北
おもしろ博物館」、「東北さかな紀
行」、「東北漬け物紀行」、「東北の峠
歩き」、「とうほく廃線紀行」、「とう
ほく名水紀行」、「とうほく妖怪図
鑑」、「東北ローカル線の旅」
郷土資料室にありますのでご覧く

ださい（貸し出し可能です）。

「おはなしひろば」については、子育て
情報（24ページ）に掲載しています。

１．調べるって楽しいな 中村　伸子　著
２．自分の謎 赤瀬川　原平　著
３．はじめてのアートセラピー 吉田　エリ　著
４．仏教を楽しむためのお経の学校 瓜生　中　講師
５．会津戦争全史 星　亮一　著
６．なつかしの昭和30年代図鑑 奥成　達　文
７．小さな骨の動物園 INAX出版　出版
８．深海生物ファイル 北村　雄一　著
９．若返る人 クリス・クロウリー　著
10．絶滅危機生物の世界地図 Richard Mackay 著
11．都会人ののらしごと 誠文堂新光社　出版
12．猫の困った行動解決ハンドブック

崎　一哉　著
13．100万本の海の森

タイ・マングローブ植林実行委員会　編
14．日本一うまい魚の食べ方 生田　與克　著
15．藤井勉画集 藤井　勉　著
16．図解頭がいい人、悪い人の話し方

樋口　裕一　著
17．港町食堂 奥田　英朗　著
18．ある秘密 フィリップ・グランベール　著
19．瀬戸際のオンナたち 梅田　千津子　著
20．平家物語図典 五味　文彦　編
21．オットッ島のせいちゃん、げんきですか？

岩佐　めぐみ　作
22．まほういろのえのぐ つちだ　よしはる　作・絵
23．赤い鳥の国へ アストリッド・リンドグレーン 作
24．おかあさんおかあさんおかあさん…

大島　妙子　著
25．ゆきがやんだら 酒井　駒子　作
26．ぼくはかさ せな　けいこ　作・絵
27．ぼくんちカレーライス つちだ　のぶこ 作
28．たべるトンちゃん 初山　滋　作
29．だれのあしあと ふくだ　としお　作
30．ぼうし ジャン・ブレット　作

■新着図書案内30選■
（1～20…一般書、21～30…児童書）

◆図書館利用案内◆
開館時間　火・水・金・土曜日 9:00～17:00

木曜日　　 9:00～19:00
日曜日　　 9:00～16:00

２月の休館日　３日（館内整理日）、
６日、11日、13日、20日、27日

026-3004

図�書�館�ひ◆ろ◆ば�

食事療法シリーズ　全10巻�
医歯薬出版 出版　医歯薬出版（株） 編集�

今月の書棚�

＝図書館ホームページ＝
URL http://www.city.shiroishi.

miyagi.jp/section/toshokan/
※12月1日からホームページアドレスが変更
になりました。

L・I・B・R・A・R・Y N・E・W・S

※白石市制施行50周年を記念して、２階に「郷土
資料室」をつくりました。県内の資料を集めて
いますので、県内の貴重な資料をお持ちの方や、
本を自分で出版された方はぜひ、図書館にお譲
りくださいますよう、ご協力をお願いします。

DV（配偶者間の暴力）、セクハラ、
ストーカーで悩んでいませんか？一
人で抱え込まずに、一緒に解決方法
を探りましょう。電話での相談もで
きます。

また、自分の心や、生き方、人間
関係を見つめたい方へのカウンセリ
ングも行っています。お気軽にご利
用ください。
相談は無料、秘密は守ります。

専門の相談員による相談は月・
水・金の9:00～16:30です（緊急時は
この限りではありません）。
●場所 字本町27

（ふれあいプラザ）022-6035

あしたば白石の「民話」・「フォ
トスワン」の作品を展示しています。
ぜひ、ご覧ください。
●展示期間

・「民話」 2月15日（水）まで

■男女共同参画相談支援センター

■ふれあいミニ展示

1 ．胃腸病の食事療法
2 ．肝臓・胆のう・膵臓病の食事療法
3 ．腎臓病の食事療法
4 ．高血圧・心臓病の食事療法
5 ．高脂血症・動脈硬化症の食事療法
6 ．糖尿病の食事療法
7 ．肥満症・痛風の食事療法
8 ．妊娠・授乳期の食事
9 ．乳幼児・学童期の病気と食事
10．高齢期の病気と食事

【２月の開催イベントのご案内】

G社会教育課文化財係 022-1343

●開催期間 2月24日（金）～3月3日
（金）9:00～17:00
●内容 ひな祭りにちなんださまざ
まな作品の展示が行われます。特に
3月3日は、10:00から芸能などの発表、
11:00から12:00までは図書館読み聞
かせボランティアの皆さんによる、
｢おはなしひろば｣（読み聞かせ会）
を行います。
●共催 （財）白石市文化体育振興財団

中央公民館

8 片倉家中武家屋敷
「旧小関家」

■ひな祭り

9 いきいきプラザ

2月の休館日　6・13・20・27日

022-1635 422-1636

｢牛乳パックで作るふた付きペンケ

ース｣

牛乳パックを利用して、ふた付き
のペンケースを作ります。
●日時 2月18日（土）10:00～11:30
●持参する物 牛乳パック2個

ネクタイ、切れ端などを使って
「桃の節句」「端午の節句」のミニタ
ペストリーを作りませんか。皆さん、
ぜひご参加ください。
●日時【全5回】

2月14日・21日・28日、3月7日・14
日（すべて火曜日）、9:30～11:30
●持参する物 ネクタイ、裁縫セット
※定員になり次第締め切ります。

●日時 2月25日（第4土曜日）
8:30～12:00

■定期リサイクル教室（定員10名）

■短期リサイクル教室（定員20名）

■フリーマーケット

10 スパッシュランドしろいし
029-2326 429-2328

2月の休館日　1・8・15・22日

雪道も無料シャトルバスに乗っ
て、年中南国のスパッシュランドで
体力づくりをしませんか。

■冬期間も毎週土日にシャトルバス
を運行中！

・「フォトスワン」

2月16日（木）～3月13日（月）
●場所 ふれあいプラザ1階
●入場料 無料

参加無料 ヨーガは、インドで生ま
れ5000年の歴史を経て完成されたコ
コロとカラダの健康法です。
ヨーガとトークで心も体もリフレ

●日時 3月11日（土）
10:00～12:00

●場所 働く婦人の家
（3階大会議室）

●内容

①基調講演
②パネルディスカッション
※手話通訳や託児も行います。

（託児は要予約）

■男女共同参画相談支援センター
「心も体もリフレッシュ」参加者募集

ッシュしましょう。
●日時 2月13日（月）18:30～20:00
●場所 ふれあいプラザ
●対象者 市内在住、または通勤さ
れている方
●参加人員 30人（先着順）
●講師 佐藤　美弥子先生
●申し込み方法 2月3日（金）から、
ふれあいプラザに電話または来館の
上、お申し込みください。

今年の冬は、白石スキー場で決まり！！　皆さん、ぜひお越しください！

んだんだブックスあります

すいぞう

じんぞう

ひな うたげ

4 あしたば白石
（働く婦人の家）

2月の休館日　6・11・12・20・26日
0・425-5095

～人と人、そして、結びあい～

参加無料

誰もが互いにその人権を尊重し、
喜びも責任も分かち合い、いきいき
と活躍できる地域社会づくりに向け
て、フォーラムを開催します。
多くの皆さんのご参加を、心より

お待ちしております。

■人権啓発いきいきフォーラム



２．青っ葉市直売所�
①ポーチパーク�
　○販売期間：1月第3週～12月第4週までの毎週水・土曜日�
　○時　　間：9:00～13:00�
②本郷店（旧国道113号角田街道踏切そば）�
　○販売期間：２月第２週～12月第３週までの毎週水曜日�
　○時　　間：8:30～12:00�
③いきいきプラザ�
　 ※５月第２週の土曜日から毎週土曜日の営業となります。�
④松田麺業�
　※５月第２週の土曜日から毎週土曜日の営業となります。�

●今月の品ぞろえ：季節の旬の野菜・果物・漬物など�
●問い合わせ：菊地　トミ　025-4600

４．小原いきいき直売所�

※12月～平成18年3月まで休業します。�

平成18年4月から営業しますので、よろしく

お願いします。�

１．道ばた市�
●販売期間：年中無休�
●時　　間：9:00～17:00�
●場　　所：深谷小学校三住分校南側�
●今月の品ぞろえ：季節の旬の野菜�
●問い合わせ：佐藤　正一　024-8310

３．百姓市場�
●販売期間：年間を通して　火・日曜日�

●時　　間：10:00～13:00�

●場　　所：ポーチパーク内ほか�

●今月の品ぞろえ：放し飼い卵、季節の旬の野

菜、漬物�

●問い合わせ：佐久間義昭　�

　　　　　　　025-6836 ５．馬牛沼産直センター�
●販売期間：当分の間は　火・木・土・日曜日�

●時　　間：10:00～17:00�

●場　　所：国道4号沿い馬牛沼付近�

●今月の品ぞろえ：凍大根・豆類・凍豆腐・干し柿・タラノメ・

フキノトウなど�

●問い合わせ：馬牛沼産直センター　025-0520

　12月22日の冬至に合わせて、恒

例の冬至の会が開催されました。�

�

�

�

�

�

�

�

　この日は、白石市食生活改善推進

員会の皆さんが調理した「冬至かぼ

ちゃ」が親子連れなどに振る舞われ、

無病息災を祈りながら、おいしそう

に食べていました。また、図書館ボ

ランティアの皆さんによる、絵本の

読み聞かせも合わせて行われ、いろ

りで暖をとりながら、親子で絵本の

読み聞かせも楽しんでいました。�

無病息災を願って！�
「冬至の会」�

　新年を目前にした12月27日、恒

例のお正月を迎える会が開催され、

しめ縄作りの体験や、もちつきが行

われました。�

�

�

�

�

�

�

�

　しめ縄作りは、お正月を前に各家

庭で行われていましたが、今では見

ることが少なくなりました。この日

は、大鷹沢大町の大庭定男さんの指

導でしめ縄作りが行われ、昔ながら

のしめ縄で新しい年を迎えようと、

一生懸命に取り組んでいました。�

昔ながらのしめ縄作り�
「お正月を迎える会」�

　１月７日、恒例となった「七草の

会」が開催され、訪れた観光客など

に「七草がゆ」が振る舞われました。

七草がゆは、万病・邪気を除くとい

われており、１年間の無病息災を願

って食べられる、お正月の風物詩の

一つです。�

�

�

�

�

�

�

�

　この日振る舞われた七草がゆは、

春の七草を使い、白石市食生活改善

推進員会の皆さんが調理したもので

す。�

七草がゆで今年も元気に！�
「七草の会」�

しろ
いし・

フレッシュマーケットだよりしろ
いし・

フレッシュマーケットだよりしろ
いし・

フレッシュマーケットだより
しろいし産の新鮮な旬の農作物などの直売所情報を掲載します。�
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■パソコン講習会

■市内施設のなるほどイベント情報

1 情報センター「アテネ」
http：//www.city.shiroishi.miyagi.jp/section/athens/（12月1日から変更になりました）

開館時間　水～日曜日・祝日　9:00～17:00 2月の休館日　6・7・13・14・20・21・27・28日
022-1500 422-1502

※基礎コースのテキストでインターネット・電子メールコースも受講できます。

パソコン講習会　2月・3月分日程表�
コース名

基礎コース
（3時間）

インターネットコース
（3時間）

電子メールコース
（3時間）

Ｗｏｒｄ2003コース
（6時間）

Ｅｘｃｅl2003コース
（6時間）

内　　容

パソコン操作の基礎

インターネットの
利用の仕方

電子メールの
送受信の仕方
ワープロの基本操作
※基礎コース終了程度の方

表計算の基本操作
※基礎コース終了程度の方

定員

10名

10名

10名

10名

10名

無料

無料

無料

1,000円

1,000円

1,000円

2,000円 1,000円

2,000円 1,000円

受講料 テキスト代

  9:30～12:30

13:30～16:30

13:30～16:30

13:30～16:30

  9:30～16:30

  9:30～16:30

時　間 2月 3月

１２（日）

１５（水）

１２（日）

１６（木）

１８（土）

１７（金）

１２（日）

１５（水）

１６（木）

１２（日）

１７（金）

１８（土）

●申し込み締め切り

2月分：2月2日　　3月分：3月2日
※締め切り後でも定員に空きがあれ
ば受講できますので、お問い合わせ
ください。
●会場 アテネ3階会議室（研修室）
●受講資格 白石市民または市内に
通勤、通学している方で図書館共用
利用者カードをお持ちの方
●申し込み方法 ハガキ（FAX）ま
たはアテネ備え付けの申込用紙に
て、各締め切り日までにお申し込み
ください。郵送（FAX）の場合には
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ホームページビルダーVer9を使っ
て、実際にホームページを作成しま
す。
●日時 2月25・26日（土・日）
2日間コース・各日9:30～16:30
●定員 10名
●受講料 2,000円
●テキスト代 1,890円
●申し込み締め切り 2月15日（水）

最近話題のブログについて、実際
のサイト「ココログ」を使い、ブロ
グサイトを作成します。
●日時 3月5日（日）13:30～16:30
●定員 10名
●受講料 1,000円
●テキスト代 1,470円
●申し込み締め切り 2月15日（水）

パソコン操作などの質問、疑問の
ある方、お気軽にどうぞ！ご自分の
パソコンを持ち込んでの相談もでき
ます（予約は不要です）。
●日時 毎週土・日および祝日

9:00～12:00・13:00～16:30
●場所 3階マルチメディアバザー

■パソコン相談

■アテネ塾「ブログセミナー」

■アテネ塾「ホームページ作成セミナー」

親子ペア席を新設しました。この
機会に古典芸能に触れてみません
か。
皆さんお誘い合わせの上、ぜひお

越しください。
●日時 2月18日（土）

開場12:30 開演13:30
●内容

・能　「巴
ともえ

」 佐々木多門
・狂言「蝸牛

かぎゅう

」石田幸雄
・仕舞「小鍛治

こ か じ

」大島輝久
「龍虎
りょうこ

」塩津圭介・佐藤寛泰
「百萬
ひゃくまん

」塩津哲生
●入場料

・自由席 4,000円
・親子（高校生以下）ペア席　3,000円
・学生席 2,000円
●チケット取り扱い 碧水園、白石
喜多会会員

■水園能普及公演「喜多流青年能」 ■如月の碧水園茶会

①住所②氏名③年代④連絡先の電話
番号⑤利用者カード番号⑥希望コー
ス名と希望月日を明記してくださ
い。受講料、テキスト代は当日1階
事務室にお持ちください。
申込書のあて先

〒989-0257 白石市字亘理町37-3

白石市情報センター

※締め切り日に集計し文書にて講習
日をお知らせいたします。定員を超
えたコースは抽選などで調整しま
す。なお、講師用に受講者名簿（氏
名、年代のみ記入）を作成いたしま
すので、ご了承願います。

雪景色を眺めながら、一服いかが
ですか。心もホッとします。
●お茶券 400円

●日時（両日とも10:00～15:00）

【方円流煎茶席】2月12日（日）
【裏千家薄茶席】2月26日（日）

2 古典芸能伝承の館「碧水園」 2月の休館日　6・13・20・27日
0・425-7949

きさらぎ

1月15日、古典芸能伝承の館「碧
水園」で舞台びらきが行われました。

はじめに、風間市長ら関係者が能
楽堂の舞台にあがり、伝統芸能の隆
昌を願う「舞台清め式」が行われま
した。その後、定期講座のひとつで
ある「高砂を謡う会」の皆さんの発

今年も伝統芸能を楽しもう！　碧水園舞台びらき
表会をはじめ、伝統芸能振興会の各
団体の皆さんが、日本舞踊や神楽、
琴などを次々と披露。昨年10月から
実施している「子ども能楽教室」に
参加している子どもたちも、日ごろ
の練習の成果を披露しました。

▲子ども能楽教室の仕舞の披露
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阿武隈川に親しみ、学び、遊ぶこ
とを通じて、阿武隈川の河川環境を
考えてもらうために、川遊びの指導
にあたるインストラクターを養成す
る講座です。
●受講期間 平成18年4月～平成19
年3月（月1回、休日に実施）
●内容

講義（安全な川遊び、歴史、生物）、
実習（救命、カヌー、キャンプ）、
施設見学など
●応募資格 20歳～65歳程度の健康な方
●募集人員 30名
●参加費 無料
●資料請求・問い合わせ先

〒982-8566 仙台市太白区郡山5-6-6
国土交通省仙台河川国道事務所
調査第一課　専門調査員
0022-248-4131（内358）
http://www.thr.mlit.go.jp/sendai/hp
/abu/gakusui.html

電気通信サービスに関する利用者
のご意見やご要望を幅広くお聞かせ
いただき、今後の情報通信行政に反
映させるため、平成18年度（2006年
度）電気通信サービスモニターを次
のとおり募集します。
●応募資格 電話・インターネット
などの電気通信サービスに関心があ
る満20歳以上の方で、以下のモニタ
ー業務にご協力いただける方。ただ
し、総務省および電気通信事業者に
勤務経験のある方とそのご家族の方
を除きます。
●モニター業務 総務省が実施する
アンケート調査（全員に年2回実施
予定）への回答および地域で開催す
るモニター会議への出席（別途出席
をお願いする方のみ）
●委嘱期間 平成18年4月1日～平成
19年3月31日までの1年間
●募集人員 東北管内で120名

●応募締め切り 2月20日（月）
●応募方法 ハガキまたはFAXで
「モニター希望」と明記の上、裏面
に郵便番号、住所、氏名（フリガナ）、
電話番号、年齢、性別、職業、応募
の動機およびモニター会議参加希望
の有無（モニター会議は10月から12
月の平日に開催予定）などの必要項
目を記入し、東北総合通信局あてお
送りください（締め切り当日のFAX
送信または消印有効）。
なお、ハガキ・FAX以外でのご応

募はご遠慮ください。
●選考結果の通知 選考の結果、モ
ニターをお願いする方には、その旨
を平成18年3月末日までに、本人あ
ての委嘱状送付と併せて通知します。
●申し込み・問い合わせ先

〒980-8795 仙台市青葉区本町3-2-23
東北総合通信局　電気通信事業課
0022-221-0628 4022-221-0613

輝いています。今のあなた�

（例）講演会・研修会などの開催、み
こし、太鼓などイベント用備品の購
入、体験農業・野外活動の実施など
●補助内容

①補助率　補助対象経費の1/2以内
②補助限度額　1団体につき10万円
③補助期間　3年以内
※申請は随時受け付けております
が、都合により受け付けを終了する
場合もございますのでお問い合わせ
ください。

阿武隈川川遊びインストラクター
養成講座受講生募集

（社）白石市シルバー人材
センター職員募集

平成18年度電気通信サービスモニター募集

白石キャピタルオペレーション基金助成事業募集

⑤そのほか、目的達成に必要な事業
●申請者の資格 原則として、市内
に居住し、文化、スポーツ、情報化
推進活動を行っている個人・団体。
●助成金額

①年間助成費の範囲内で個別に決定
します。ただし、1件あたりの助成
額は、事業に要した費用の2分の1を
限度額とします。
②助成は、市からの補助金などを受
けた事業は該当しません。
●申請・問い合わせ先

（財）白石市文化体育振興財団事務局
（市庁舎2階生涯学習課内）022-1327
※応募用紙は事務局に備え付けてい
ます。

●採用予定職種および採用人員

一般事務職　1名
●採用期日 平成18年4月1日
●受験資格

①高卒以上で昭和50年4月2日から昭
和63年4月1日までに生まれた者
②白石市内に住所を有する者
③ワープロ・パソコン（ワープロソ
フト、表計算ソフト）の堪能な者
④普通自動車第一種運転免許を有する者
●試験日時

【第一次試験】

・試験日 2月27日（月）10:00～
・試験内容 作文試験
【第二次試験】

・試験日 3月6日（月）10:00～
・試験内容 面接試験
●申し込み方法 履歴書などをシル
バー人材センター事務局に提出して
ください。郵送での提出も可能です。
●申込受付期間

2月6日（月）～2月20日（月）※必着
8:30～17:00
●申し込み・問い合わせ先

〒989-0277 白石市沢端町4-1
いきいきプラザ内
（社）白石市シルバー人材センター
022-1680

郷土の歴史、伝統文化の研究伝承
を担う人材の育成、青少年交流・ス
ポーツ交流事業や情報化時代に対応
した各種事業の助成を目的に設置さ
れた、「白石キャピタルオペレーシ
ョン基金」の助成事業を募集します。
●募集期間 2月1日（水）～2月28日（火）
●助成対象事業 4月1日から9月30
日までに実施予定の次の各号に該当
するイベント事業。（ただし、②、
③は対外交流、市全体交流を主とし
たものに限ります。）
①歴史文化研究伝承事業
②青少年交流事業
③スポーツ交流事業
④情報化推進事業

青年国際交流事業参加者募集

青年（18～30歳を対象）を募集してい
ます。どうぞ奮ってご参加ください。
●応募締め切り 3月31日（金）
※詳細については以下の問い合わせ
先までお電話ください。
●申し込み・問い合わせ先

宮城県環境生活部青少年課
0022-211-2558
http://www.pref.miyagi.jp/seisyo/

内閣府では、将来を担う国際感覚
豊かな青年を育成するため、さまざ
まな国際交流事業を実施しています。
現在、平成18年度の「国際青年育

成交流」（8～9月）、「日本・中国青
年親善交流」（8～9月）、「日本・韓
国青年親善交流」（9月）、「世界青年
の船」（平成19年1～3月）、「東南ア
ジア青年の船」（10～12月）の参加
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市では、共創のまちづくりを推進
する地域団体などが行う事業を支援
する「地域コミュニティ育成支援事
業補助金」の申請を募集しています。
皆様のやる気をお待ちしています。

●対象となる団体

次のすべての項目に該当する団体。
①営利を目的としない団体
②恒常的にコミュニティ活動に貢献
できる団体
③おおむね3年以内に組織された団体

④おおむね5人以上で組織された小
規模な団体
⑤上部組織の傘下にない団体
●対象となる事業

ほかの団体などから補助を受けて
いない事業で、次のいずれかに該当
する事業
①地域資源を活用した地域活性化に
資する事業
②地域コミュニティの醸成が図られ
る事業

平
成
17
年
度
や
る
気
応
援
事
業
補
助

金
（
6
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30
日
締
め
切
り
分
）
交
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中
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会
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に
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て
ご
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介
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ま

す
。な

お
、
交
付
団
体
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つ
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は
、
市

内
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ラ
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活
動
や
各
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業
に

ご
協
力
を
い
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だ
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「
や
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隊
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簿
」
に
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て
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い
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【
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会
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の
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と
市
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志
の
方
々
の
ご
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導
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受
け
、
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、
中
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齢
パ
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を
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し
て
い
ま
す
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「
小
原
検
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体
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な
ど
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現
在
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乱
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、
市
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「
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る
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マ
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張
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切
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す
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10月に行われた第2回宮城県高等
学校文芸作品コンクールにおいて、
文芸部の皆さんの部誌「つどい」第
55号が、文芸部誌部門で優良賞を受
賞しました。このほか、詩部門でも
4名の部員が入賞されました。
また、部誌「つどい」については、

12月に行われた第20回全国高等学校
文芸コンクールにも出品され、奨励
賞を受賞し、質の高い文芸誌として
評価されました。

9月～11月にかけて実施された第
25回全国中学生人権作文コンテスト
において、3年生の佐藤エリカさん
の作品「差別と偏見」が大河原地区
大会で優秀賞を受賞しました。
また、コンテストへの積極的な応

募が評価され、中学校に対し感謝状
が贈呈されています。
このほか、平成11年ごろからJR北

白川駅の美化に全校あげて取り組ん
でおり、JR東日本白石蔵王駅長より
感謝の言葉をいただきました。

東中学校創立20周年プレ記念事業
「校歌に親しむ会～榊原光裕のクリ
スマスピアノリサイタル」が、12月
20日ホワイトキューブで開催されま
した。

これは、平成19年4月に同校が創
立20周年を迎えることを記念して行
われたもので、仙台市出身の音楽家、
榊原光裕さんを迎えたピアノ演奏や
トークなどが行われました。
最後に出席者全員で校歌を合唱

し、創立20周年に向け大きく盛り上
がった一日となりました。

市内各学校の児童・生徒たちが頑張っています！市内各学校の児童・生徒たちが頑張っています！

共汗、共学、共生によるまちづくりを目指して
地域コミュニティ育成支援事業「やる気応援事業」補助金のお知らせ

G生涯学習課　022-1327・422-1451

▲小原南中ソーラン愛好会の皆さん
（材木岩公園にて）

東中学校 白石女子高校 白川中学校

▲白石女子高校文芸部の皆さん
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白 石 市 立白 石 第 一 小 学 校

特 色 あ る 教 育 活 動

開かれた学校づくり（地域との連携）

○進んで学び　よく考える子ども（知）
○明るく　思いやりのある子ども（徳）
○じょうぶで　たくましい子ども（体）

校長　大野　博

住所　〒989-0259　白石市字半沢屋敷前2の2

TEL　0224-25-3259　　FAX　0224-24-2686

ｅメール　chief@shiroishi1-e.myswan.ne.jp

全校児童数　515名

概要

め ざ す 児 童 像

知

体

徳

※5、6年生のお兄さん・お姉さんが出店を開き、
下級生を招待します。

※年2回、ボランティア委員会とＰＴＡ環境専門委員会が合同でアルミ缶を回
収し、その収益で車いすを購入して寄贈しています。

　市内教育機関をもっと身近に感じてもらうために今月号より市内小・中学校、幼稚園、
地区公民館の教育活動の様子をご紹介します。

◇生活委員会を中心に「あいさつ運動」にも力を入れています。 ◇多くの方々に支えられながら充実した教育活動を行っています。

 H16年度 車いす贈呈式

☆休み時間には元気に遊ぶ子どもたちの様子が見られます。
縄跳びや一輪車で元気に遊んでいます。

☆ダービーは燃えます。 ☆Ｐバレー　ダブル優勝

☆ウォーキング・ラリー（今年で3回目）地域の方々にクイ
ズを出していただいています。地域を知り、地域の方々
とふれあいます。「あいさつ運動」の一環でもあります。

  保護者・地域の方々にさまざまな面でサ

ポートしていただいています。

少人数指導
算数において実施。

学力向上に努めています。

朝の業前マラソン

◆親子運動会◆

自主的取組
 8:10～8:25

 外遊びの奨励

◆活発なＰＴＡ活動◆

◆子ども会育成会行事◆

本の読み聞かせ
年25回
毎週木曜 

1～3年  9クラス

朝の全校計算タイム
毎週水曜日
8:25～8:40

青空祭 アルミ缶回収・車いす贈呈

あすなろタイム
週１回

放課後　補充授業

朝の全校読書タイム
毎週金曜日
8:25～8:40

2年生と5年生が仲良く
縄跳びをしています。

ボランティア

●図書整理 13名

●本の読み聞かせ 14名

●校外学習補助 10名

●クラブ補助 2名

●スクールパトロール 17名

 （Ｈ17年度）
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　虫歯ができてしまったら治療
しなければ治りません。特に、
子どもの虫歯は進行が早いので、
早めに治療することが大切です。�
　ぜひ、虫歯があるお子さんも
３歳６カ月児健診までに、虫歯
を治してメダルをもらいましょ
う。�
�

　健康推進課　022－1362

虫歯を早く治して�
メダルをもらおう！�

●お子さんとお母さんの健診と相談　（場所：健康センター）

●子育てサロン　（場所：健康センター）

12月の３歳６カ月児健診で�
虫歯のなかったお子さんです。�
ずっと健康な歯でいてね！� む�

し�

歯�

な�

い�

子�

の�

全員集合�

※「ママとパパの教室」に参加できない方には、母子健康手帳を健康推進課窓口で随時交付しています（開庁日の8：30～17：15）。�
※「乳幼児健康診査」は個人に通知しませんので、広報しろいしをご覧の上、母子健康手帳・問診票・バスタオルを持参しておいでください。�
　また、当日、都合の悪い場合は翌月に受診できますので、ご連絡ください。�
※「2歳6カ月児親子歯科健康診査」には家で使用しているお子さんの歯ブラシを持参してください。�

※毎月１回実施します。託児も行っていますので、希望する方は事前に予約してください。�

�

2月分�
内容� 月日� 対象者�

受付時間�

4カ月児健康診査�

6カ月児育児相談�

1歳６カ月児健康診査�

3歳6カ月児健康診査�

2歳6カ月児�
親子歯科健康診査�

乳幼児相談�

ママとパパの教室�

妊婦歯科健診�

母子健康手帳交付�
妊　婦　相　談�（　　　   ）

2 月14 日（火）　上記の「ママとパパの教室」と合わせて行います。�

3月22日（水）� 平成 17年11月生まれ�

3月24日（金）� 平成17年9月生まれ�

3月23日（木）� 平成16年8月生まれ�

3月24日（金）� 平成15年9月生まれ�

3月28日（火）� 平成14年  9月生まれ�

3月  2日（木）�

3月14日（火）�
母子手帳交付を希望する方、�
妊娠中の方やその家族の方�

2月22日（水）� 平成17年10月生まれ�

2月24日（金）� 平成17年8月生まれ�

2月23日（木）� 平成16年7月生まれ�

2月24日（金）� 平成15年8月生まれ�

2月21日（火）� 平成14年8月生まれ�

2月  2日（木）�

2月14日（火）�
母子手帳交付を希望する方、�
妊娠中の方やその家族の方�

3月分�
月日� 対象者�

乳幼児～未就学児のお子さんと�
おうちの方が対象�

※臨床心理士による発達相談あり�

乳幼児～未就学児のお子さんと�
おうちの方が対象�

※臨床心理士による発達相談あり�

13：00～13：10

9：20～9：30 

13：00～13：10

13：00～13：10

13：00～13：10

9：15～9：45

9：20～9：30

10：00～11：009：30～�
2月16日（木）�

 3月16日（木）�

内　　　　　容� 受　付� サロン�

講師の先生と共に子育てについてのお話をしながらゆったりと過ごすサロンです。�
子育てに興味・関心のある方ならどなたでも参加できます。�

月　日�

片　平　愛　弓�

黒　澤　大　暉�

　　野　佑　弥�

相　川　　　涼�

大　野　愛　奈�

國　分　菜々美�

大　庭　彩　芽�

ちゃん�

くん�

くん�

くん�

ちゃん�

ちゃん�

ちゃん�

太　齋　希　望�

板　橋　千　夏�

半　澤　虎　流�

塚　本　結　依�

大　槻　泉　季�

佐　藤　　　梓�

清　野　愛　理�

くん�

ちゃん�

くん�

ちゃん�

ちゃん�

ちゃん�

ちゃん�

25 24

●開催日および会場

★2月8日（水）・22日（水） 第二児童館
★2月9日（木）・23日（木） 斎川公民館
★2月15日（水） 白川公民館
●時間 9:30～11:30
●参加費 無料（おやつ代別途）

※南保育園3階の子育て支援センタ
ーで行っている相談を、今回はふれ
あいプラザ和室で行います。
※不明な点やそのほか子育てについ
ての情報は、ふれあいプラザ内子育
て支援センターにお問い合わせくだ
さい。

地域子育て支援センター「あいあい」
（ふれあいプラザ内）
022-6025・422-6027
開館日　月～金　8:30～17:15

ファミリー・サポート・センター
（ふれあいプラザ内）
0・425-5488
受付時間　月～金9:00～17:00

●日時 2月 9日（木）15:00～
2月25日（土）10:30～

●場所 図書館2階文化室
●内容 紙芝居や絵本の読み聞かせ
●対象 どなたでも

２月のおはなしひろば

に加入します。市で加入しますので、
個人負担はありません。

※2人目（兄弟・姉妹）からは1時間
250円になります。

（南保育園３階）
026-2586・426-2917

●依頼会員 子育てのお手伝いをし
てほしい方
●提供会員 子どもを預かったり送
迎ができる方
●両方会員 依頼会員と提供会員の
両方を兼ねる方
※万一の事故に備え、会員はファミ
リー・サポート・センター補償保険

▲サポートママ

●日時 2月14日（火）・28日（火）
9:30～11:30

●場所 地域子育て支援センター
（ふれあいプラザ、和室）

※申し込みは必要ありません。直接
おいでください。

■「子育て相談」を開催します

　昨年から子どもたちが被害に遭う事件が多発しています。子どもたちの安全は保護者・学校（保育
施設）・地域の方々、みんなの目があってこそ守られるものです。�
　しろいしファミリー・サポート・センターでは、地域の皆様と協力して子どもたちが安全に過ごせる環
境をつくり、家庭で安心して育児ができるように応援する、子育て支援事業を推進しています。�

会員随時募集中！�会員随時募集中！�

〈しろいしファミリー・サポート・センターのしくみ〉�

ファミリー・サポートセンター�
アドバイザー�

提供会員�依頼会員�

①
援助
依頼
申し
込み
� ⑤

活
動
報
告
書
提
出
�

②
援
助
依
頼
�

③活動開始�

④活動終了・活動報告書作成・�
　報酬の授受�

はい、提供会員さんに�
連絡してみましょう。�
明日の何時からですか？�

①会員の佐藤です。�
　明日、子どもを�
　見てほしいのですが…�

②高橋さん、明日９時から�
　佐藤さんのお子さんを�
　みていただけませんか？�

はい、大丈夫ですよ！�

※会員登録後、依頼会員と�
　提供会員の事前顔合わせ�
　をしておきます。�

■入会金・年会費は必要ありません

○市内に在住または勤務・通勤する
方ならどなたでも会員登録できま
す。
○依頼会員が利用する場合、理由は
問いません。
○提供会員は年齢・資格・性別は問
いません。
○申し込みは入会申込書に必要事項
を記入の上、直接当センターへお持
ちください。
☆★プレイルームやんちゃっこ★☆

冬は外で遊べなくて子どもたちも
かわいそう！そんなとき、親子で楽
しく過ごせる所…といったらやっぱ
り、ふれあいプラザの“やんちゃっ
こ”！！　地域子育て支援センターの
事業の一部がふれあいプラザで行わ
れるようになって、やんちゃっこは
ますます子どもたちの声でにぎわっ
ています。お友達と誘い合って、ぜ
ひ遊びに来てください。

子ども一人につき１時間の基準額�

一
般
保
育�

昼間（月～金の7:00～19:00）��
早朝（7:00以前）��
夜間（19:00以降）��
土・日・祝祭日�

病児保育（軽度の病気のとき）�500円�

500円�

■「あいあい広場」を開きます



健
康
一
口
メ
モ�

豆腐ドーナッツ�

ふんわり軟らかな�
ドーナッツです。�

エネルギー325kcal／たんぱく質4.9g／塩分0.7g

〈
作
り
方
〉

q
バ
タ
ー
は
湯
せ
ん
に
か
け

溶
か
す
。�

w
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク
ス
に

豆
腐（
水
を
切
ら
ず
に
）

を
加
え
て
、指
で
も
み
こ

む
よ
う
に
粒
が
な
く
な

る
ま
で
混
ぜ
、
q
を
加

え
る
。�

e
w
の
生
地
を
1
cm
の
厚

さ
に
の
ば
し
て
リ
ン
グ
の

型
に
抜
き
、1
6
0
度

に
熱
し
た
油
で
き
つ
ね

色
に
な
る
よ
う
二
度
揚

げ
す
る
。�

r
油
を
切
っ
て
、熱
い
う
ち

に
砂
糖
を
振
り
掛
け
て

出
来
上
が
り
。�

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
白
石�

遠
藤
せ
つ
子
さ
ん（
白
川
）�

ヘルシークッキング�
材料（４人分）�

ホットケーキミックス 200g�

絹ごし豆腐 80g�

バター 40g�

砂糖 適量�

揚げ油 適量�

健康ひろば�健康ひろば�
生活習慣病�
予防のための�

※問い合わせ先�
健康推進課　022-1362�
（健康センター内）�

　
人
間
の
脳
は
、
三
つ
に
分
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
つ
は
、

呼
吸
や
心
拍
な
ど
生
命
維
持
に

必
要
な
機
能
を
つ
か
さ
ど
る
「
脳

幹
」、
二
つ
め
は
、
人
間
の
本
能

で
あ
る
「
食
欲
」「
性
欲
」「
睡

眠
欲
」「
集
団
欲
」
を
つ
か
さ
ど

る
「
大
脳
辺
緑
系
」、
三
つ
め
は
、

理
解
・
判
断
力
や
言
語
機
能
を

つ
か
さ
ど
る
「
大
脳
新
皮
質
」

で
す
。
最
近
、
本
屋
さ
ん
に
は
、

三
つ
め
の
大
脳
新
皮
質
を
鍛
え

る
た
め
の
大
人
の
た
め
の
ド
リ

ル
本
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
お
り
、

選
択
に
迷
う
ほ
ど
で
す
。�

　
さ
て
、
大
脳
新
皮
質
を
鍛
え

る
た
め
に
は
、「
本
能
」
も
満
足

さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、

案
外
知
ら
れ
て
な
い
事
実
で
す
。

し
か
し
、
高
度
な
科
学
技
術
や

美
し
い
芸
術
な
ど
、
人
間
の
創

造
力
は
、「
本
能
」
に
基
づ
く
こ

と
が
多
い
の
で
す
。�

　
そ
れ
で
は
、「
本
能
」
を
い
つ

ま
で
も
み
ず
み
ず
し
く
保
つ
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ

う
か
。
大
島
清
氏
に
よ
れ
ば
、

脳
の
活
性
化
に
は
、「
カ
キ
ク
ケ

コ
」
が
大
切
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
カ
」
は
感
動
、「
キ
」
は
興
味
、

「
ク
」
は
工
夫
、「
ケ
」
は
健
康
、

「
コ
」
は
恋
と
い
う
こ
と
で
す
。�

　
こ
れ
ら
を
生
活
信
条
と
し
て
、

快
適
な
刺
激
を
大
い
に
取
り
入
れ
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
毎
日
を
過
ご

す
こ
と
が
脳
の
老
化
の
防
止
に

つ
な
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。�

「
脳
の
鍛
え
方
」�

仙南サナトリウム�

園部　夏美�

Ｑ．老人保健で２割負担になる
人はどんな人ですか？         

Ａ． 老人保健では通常１割負担
で医療を受けることができますが、

一定以上の所得がある方には２

割をご負担いただくことになります。

　負担割合の判定は老人医療受

給対象者ご本人および同一世帯

にお住まいの70歳以上の方や老

人保健法の障害認定を受けてい

る方の市民税課税所得に応じて

行われ、課税所得が145万円以上

の方がいる世帯の方は２割負担と

なります。

　ただし、判定の対象者の収入が

基準額（一人世帯 : 484万円、複

数世帯 : 621万円）以下の場合

は１割負担となります。

　詳しくは、健康推進課・老人保

健係までお問い合わせください。

　健康推進課

　国民健康保険係・老人保健係

　022-1362 

そこが知りたい�
国保・老人保健�

●休日当番医・調剤薬局

問

�

●こころの保健事業　（場所：健康センター）

●訪問健康診査を行います

　市では在宅の寝たきりの方や、何らかの理由により外出不可能で今年度の基本健康診査を受けていない方のために、ご自宅に訪問し

て基本健康診査と同じ健康診査を行います。�
�

●対 象 者　市内に住所を有する40歳以上（昭和41年４月１日までに生まれた方）の在宅の寝たきりの方、またはこれに準ずる方のうち�

　　　　　　定期的に内科診察を受けていない方。�

●実 施 日　２月下旬以降を予定（詳しい日程はお問い合わせください）�

●検査項目　問診、血圧測定、検尿、血液検査（脂質、肝機能、血糖、腎機能など）、心電図検査�

●自己負担額　無料�

●募集人員　10名�

●申し込み・問い合わせ先　健康推進課（022-1362）�

●仙南保健福祉事務所からのお知らせ　（場所：仙南保健福祉事務所）

●介護予防センターからのお知らせ　（場所：介護予防センター）

※体力づくり教室は、4月に申し込みされ、受講が決定した方の利用となります。�

教室名� ３月�２月�

体力づくり教室 �
修了者開放日�

毎週月・木曜日�
2・6・9・13・16・20・23・27

毎週月・木曜日�
2・6・9・13・16・20・23・27

　市では、歯を失う原因になっている虫歯と歯周疾患の予防と早期発見のために「歯周
病検診」を実施しています。
　対象者の方には通知していますが、まだ検診していない方は、受診されますようご案内
します。
●対 象 者　平成18年４月１日までに下記の年齢となる方
　　　　　　30歳・35歳・40歳・45歳・50歳・55歳・60歳・65歳・70歳
●受診場所　市内および蔵王町の歯科医院
●受診期間　２月28日（火）まで
●料　　金　500円（ただし、70歳の方は無料となります）

●歯周病検診のお知らせ�

四ツ目屋薬局（蔵王町宮）�
0３２-３３６０�

けやき薬局白石店�
0２６-１１６０�

佐藤医院�
0３２-２００２�

こまつ外科・内科クリニック�
0２２-２１１５�

内方医院（蔵王町）�
0３２-２１０１�

公立刈田綜合病院�
0２５-２１４５�

2月  5日�

2月11日�

2月12日�

2月19日�

2月26日�

�

3月  5日�

引地泌尿器科内科クリニック�
0２６-２８２３�

さたけ整形外科（蔵王町）�
0３３-４８５５�

塚本内科消化器科�
0２６-１０２６�

公立刈田綜合病院�
0２５-２１４５�

やまきクリニック�
0２６-３８８８�

公立刈田綜合病院�
0２５-２１４５�

にしうら薬局（蔵王町宮）�
0３２-３０２０�

さんた薬局�
0２６-３３７６�

のぞみ薬局�
0２２-６０５０�

佐竹薬局�
0２５-１２５４�

梅津内科医院�
0２４-３５７１�

公立刈田綜合病院�
0２５-２１４５�

フジ薬局�
0２４-３３５５�

白
石
市
歯
科
休
日
診
療
所（
健
康
セ
ン
タ
ー
２
階
）　
　
0
２
５-

４
７
４
４�

�

事業名� 対象者� 内容� 相談日時�

こころの相談�
（精神保健福祉相談）�

もの忘れ相談�
（認知症相談）�
ますおか友の会�

（精神障害者患者会）�

心の健康問題を抱える人およびその家族�

もの忘れ、認知症の方およびその介護で悩む方々�

在宅の精神障害者�

精神科医による個別相談      �

精神科医による個別相談  �

社会適応訓練、運動、調理実習など 

2月15日（水）�
3月15日（水）�

�

2月  7日（火）�
3月  7日（火）�

2月  8日（水）�

  9:30～12:00�
  9:30～12:00
10:00～15:00�
10:00～15:00

10:00～�

※相談を受ける方は、事前に予約が必要です。ご利用の方は健康推進課（022-1362）にお問い合わせください。�

事業名� 対象者� 内容� 相談日時�

アルコール専門相談�

思春期・引きこもり�
専門相談�

アルコールの問題を抱えている本人および�
その家族�

思春期の心の問題を抱えた本人および�
その家族、関係者、ひきこもりの状態の本人�
および家族、関係者�

精神科医、相談員による個別相談�

精神科医による相談、診察および�
相談員によるカウンセリング�

  2月10日（金）13：00～15：00�
  2月24日（金）13：00～15：00�
  3月10日（金）13：00～15：00�
  3月24日（金）13：00～15：00 

  2月  3日（金）13：00～15：00�
  3月  3日（金）13：00～15：00

※相談を受けたい方は事前予約が必要です。ご利用の方は仙南保健福祉事務所　母子障害班（0０２２４-５３-３１３２）にお問い合わせください。  

◎�
�
�
�◎�
�
◎�

◎印は、相談員によるカウンセリングのみ�

月日� 内科� 外科� 調剤薬局� 歯科�

の
う�

か
ん�

へ
ん
り
ょ
く�

じん�

27 26



29 28

■人口　39,846人（前月比）－54人　　■世帯数

19,525 20,321 13,724
※住民基本台帳から�
　12月31日現在�

生活基盤の整備や福祉事業などのた
め、次の方々からご寄附をいただきま
した。紙上からお礼申し上げます。
丹野敏雄氏、柴田長吉郎氏、白石中学
校昭和54年度卒同年会代表麻生俊氏

紙上から
礼申し上げますお

第9回公立刈田綜合病院
ビーコンサートロ

市内の交通事故
事故発生件数 109件（881件）
死 亡 者 数 2人（ 3人）
負 傷 者 数 21人（215人）
物 損 件 数 92件（710件）

市内のシートベルト
着用率

1月6日　11:00～11:15 96.8％
（舞鶴会館前交差点）

12/1～12/31
（ ）は累計

２月の定例相談会�

2月15日（水）　10:00～15:00
市庁舎２階　第２会議室

2月15日（水）　10:00～15:00
市庁舎２階　第２会議室

2月15日（水）　9:10～15:30
市庁舎３階　第３会議室

2月15日（水）　10:00～15:00
市庁舎４階　第４会議室

2月10日（金）　10:00～12:00
農林振興センター

２月７日（火）　9:30～12:00
健康センター（要予約022-1362）

2月15日（水）　10:00～15:00
健康センター（要予約022-1362）

２月８・22日（水）　13:00～15:00
福祉プラザやまぶき

（リオン）
２月９日（木）・23日（木）　13:00～14:00
（ワイデックス）
２月28日（火）　13:00～14:00
市庁舎１階　東側和室

毎週月・水・金　9:00～16:00
いきいきプラザ
毎週月・火・木・金　8:30～16:30
市庁舎４階　青少年相談センター
022-1342（内線445）

毎週月～金　8:30～16:00
総合福祉センター

毎週月・水・金　9:00～16:30
男女共同参画相談支援センター
（ふれあいプラザ内）
電話相談も実施（022-6035）

随時（仙南保健福祉事務所）
（00224-53-3132）

人権擁護

行 政

社会保険

無料法律

農 家

精神保健

もの忘れ

障 害 者

補 聴 器
巡 回
サービス

消費生活

青 少 年

家庭児童

ＤＶ・　　

セクハラ

母子寡婦

相談種別 相談日時・会場

※休日当番医は健康ひろば（２月号では26ペ
ージ）をご覧ください。

第56回　　 財政研修会行

●内容

①講演 一場　順子氏（東京都子ど
もの権利擁護専門員　弁護士）
②シンポジウム

◆コメンテーター　一場　順子氏
◆コーディネーター
村松　敦子氏（仙台市弁護士会）
◆シンポジスト
・小林　純子氏
（チャイルドライン in MIYAGI）
・阿部　宏之氏（ゆう杉並）
M子ども家庭課　022-1363

今回は「ピアノと歌の夕べ」と題
して、バレンタインコンサートを開
催します。ぜひご来場ください。
●日時 2月10日（金）16:00～
●場所 公立刈田綜合病院中央ロビー
M公立刈田綜合病院情報企画課

025-2145 425-1535

インターネット　　 心・安全対策講座安

認　　 症高齢者家族のつどい知
●日時 2月17日（金）13:30～15:30
●場所 介護予防センター
●対象者 認知症高齢者の家族の
方、そのほか、関心のある方ならど
なたでも参加できます。
●内容

講話 「認知症を理解するために」
講師　仙南クリニック本多修先生
●申し込み・問い合わせ先

介護老人保健施設「清風」022-2110
基幹型在宅介護支援センター
（福岡蔵本字茶園62-1）022-1361

理士記念日無料税務相談会税
わが国では、納税者自らが自分の

所得や税額を計算して納付する「自
主申告納税制度」を採用しています。
税理士は、納税者が常に正しく申

告し納税できるように、独立した公正
な立場で依頼者の相談に応じたり、申
告書類の作成や税務代理を行う職業専
門家です。私たちは、社会的奉仕活動
の一環として、小規模な事業者などの
ために、相談会を開催します。
●日時 2月23日（木）10:00～16:00
●場所 各税理士事務所
●内容 ・所得税の確定申告相談

・確定申告書の作成指導
・消費税などの税務相談

●主催 東北税理士会大河原支部
M日下知一税理士事務所

00224-56-4403

「 堂きゃっする」を
ご利用ください食

昨年12月に、市役所本庁舎の地下
1階の食堂がリニューアルオープン
いたしました。
どなたでもご利用できますので、

ぜひお越しください。

●営業時間（平日のみ）11:30～13:30
●主なメニュー 日替り定食・丼
類・ラーメン類・うどん、そば類の
ほか、単品メニューもあります。
M職員互助会（総務課内）022-1331

インターネット利用によるトラブ
ル対し、最近の事例などを参考に、
正しい知識とその予防策を身につけ
るため、｢インターネット安心・安
全対策講座」を実施します。
●日時 2月24日（金）10:00～12:00・
13:00～15:00の2回
●場所 情報センター研修室（3階）
●内容

・インターネット利用の注意点

ウィルス、ネチケット、著作権、
個人情報、迷惑メールなど
・ネットトラブルの予防と対策

フィッシング対策、架空請求、ネ
ットショッピング、オークションなど
●対象 一般県民の方
●問い合わせ・申し込み先

宮城県高度情報化推進協議会
（宮城県企画部情報政策課内）
0022-211-2473 4022-211-2495
E-mail：mipa@pref.miyagi.jp

第25回　　 民館まつり文化講演会公
子どもの権利シンポジウム in 石白

1月9日、毎年恒例となった消防出
初式が、ホワイトキューブで開催さ
れ、約500人の市民の皆さんが見守
る中、630名の消防団員の皆さんに
よる点検作業など、日ごろの訓練の
成果が披露されました。

続いて、4つの市立保育園の幼年
消防クラブの園児たち120名が「防
火の誓い」を行った後、消防団伝統
階子
はし ご

隊の素晴らしい演技も披露され
ました。
また、式典終了後には、白石消防

署の梯子車を先頭に、白石市消防団
の小型動力ポンプ積載車68台による
大パレードで出初式を締めくくりま
した。
消防団の皆さん、今年も市民の安

全と財産を守るため、よろしくお願
いします。

今年もよろしくお願いします!!

1月5日、風間市長が代表発起人と
なって市民と共に新春を祝う恒例の
行事「新春を寿ぐ市民の集い」がパ
レスリゾート白石蔵王で開催されま
した。
集いには立法、行政、民間など各

方面から多数の来賓・参加者が駆け
つけ、始まりに全員で市民憲章の朗
読を行いました。また、昨年活躍し
た個人・団体への顕彰状贈呈も行わ
れ、第23回全日本ジュニア新体操選
手権で準優勝した東中学校男子新体
操部の皆さん、第5回全国障害者ス
ポーツ大会・フライングディスク
（ディスタンス）で準優勝した眞柳喬
さん、第59回瀧廉太郎記念全日本高
等学校声楽コンクールで３位に入賞
した大内美佳さんにそれぞれ、風間
市長から顕彰状が贈呈されました。

▲学校教育の充実のため、現金20万円を寄
付された白石中学校昭和54年度卒同年会
の皆さん

参加費無料

子どもの自主性・自立を育むため
には、どのように子どもと関わって
いくことが大切なのか、みんなで一
緒に話し合ってみませんか？
お子様連れでも結構です。ぜひご

参加ください。
●日時 2月18日（土）

13:00～16:15
●場所 中央公民館　大ホール
●主催 宮城県・宮城県教育委員会・
宮城県人権啓発活動ネットワーク協議会

■文化講演会

入場無料（整理券が必要です）
●テーマ

～涙と笑いの90分

人生いつもありがとう～

●講師 吉川　精一氏
元NHKアナウンサーとして、昼の

プレゼント、連
想ゲームなどの
番組で活躍し、
現在も歌手・ラ
ジオ、テレビ番
組などで幅広く
活躍されていま
す。

●日時 3月11日（土） 14:00～
●会場 中央公民館　大ホール
●整理券配布先 中央公民館、各地
区公民館、あしたば白石、アルタ白
石、図書館のほか、市民課窓口でも
配布します。

■軽音楽ミニコンサート

入場無料

今年も、市内高校の生徒による出
演を予定しています。日ごろの高校
生たちの活動に、耳を傾けてみませ
んか。

●日時 3月11日（土）
18:30開演予定

●会場 中央公民館　大ホール
●入場料 無料
※詳しくは、広報しろいし3月号で
お知らせします。
M中央公民館　026-2453

平成18年消防出初式

市民と共に新春を祝して

「新春を寿ぐ市民の集い」を開催

ま やなぎたかし

ことほ

入場無料

●日時 2月7日（火）14:00～
●場所 角田市市民センター

（角田市角田字牛舘10）
●演題

「中国の心をつかんだ企業戦略」
●講師 ジャーナリスト

莫　邦富（モウバンフ）氏
●主催 仙南地域広域行政事務組合・

角田市
M仙南地域広域行政事務組合総務課　

00224-52-2628



30古紙配合率100%の再生紙と、植物性大豆油インキを使用し、
環境にやさしい水なし印刷方式を採用しています。
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ママからひとこと�
いつもすてきな笑顔�
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これからも元気に�
育ってね！�
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「夜間収納総合窓口」開設のお知らせ�
　市で取り扱う全ての税金・料金を納入できるようになりました。�
　仕事などでお忙しい方、ぜひ利用ください。�
●日時　３月１日（水）・２日（木）�
　　　　17:30～19:30［市税は17:30～20:00］�
●場所　市庁舎１階　収納管理室ほか�

�

平　間　
心乃美ちゃん�

ひら　　
　 ま�
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 み�

※我が家のアイドルを募集中！
　詳しくは総務課広報広聴係
　（022-1331）へ

菅野　友葵さん�
（白一小・１年） 

ゆう    き�

おおきなかぶ�

人と環境に優しい
リンゴと西洋梨をつくっています
�

菊地　哲夫さん

　近年、化学肥料や農薬の多
用により生じる環境汚染や、
農地の生産力低下が大きな問
題になるとともに、食の安全

に対する消費者の関心が高まりつつあります。こうした中、平成11年
に土づくりや減化学肥料・減農薬に取り組む農家を「エコファーマー」
として県が認定する法制度が整備され、安心・安全かつ質の高い農産
物の生産を積極的に支援するようになりました。これを受け、当市で
最も早くエコファーマーの認定を受けたのが、郡山でリンゴと西洋梨
を生産している菊池哲夫さんです。その取り組みなどについて、お話
を伺いました。�
●エコファーマーの取り組みを始めたきっかけは？
　消費者の皆さんに安全で安心な果物を提供しようと思ったことが

一番のきっかけです。また、これか
らの時代、ほかの商品との差別化
を図らないと生き残れないだろう
という思いもありました。�
　早い時期から減化学肥料・減農
薬での栽培に取り組み、減農薬農
産物の認証を県から得ていたことと、
以前から土づくりにも取り組んで
いたため、比較的すんなりと「エコ

ファーマー」の認定を受けることができました。害虫や病気の発生予
察を行い、予防や駆除をしなければなりませんが、それ以外は以前か
ら取り組んでいたことなので、特に大変だと感じたことはありません。�
●今後の目標と市民の皆さんへのメッセージをどうぞ！
　エコファーマーとしての取り組みを今後も継続していくことが一番
大切であると思います。そうすれば、まだまだ良くなっていくのでは
ないかなと思っています。自分の生産物を向上させるということもあ
りますが、それ以上に住環境に優しい農業を営んでいきたいと思いま
す。まして白石は水のきれいな町なのですから、農業環境をもっと良
くして、空気も、土も川も汚
れていない美しいまちにな
ってほしいと願っています。
現在、市内でエコファーマー
は私一人だけと聞きましたが、
たくさんの皆さんが認定を
受けてほしいと思います。�

「白　鳥」　管野　雅志さん（大川町）�
※「定例相談日」は、お知らせ特急便コーナー（29ページ）に掲載しています。�

▲自慢の果樹畑で。「今年はとても味が良いものができました。
皮まで食べられますよ。」と話してくれました。�

きく  ち  　　てつ  お

▲おいしさの秘密は、完熟するまで収穫しな
いとのことです。�

▲エコファーマー（左）と減農薬農産物認証（右）
のシール。このマークが目印！�


